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佐竹秀雄先生を送る
玉　井　　　暲
武庫川女子大学言語文化研究所の設立は、1988年９月１日である。しかし
半年の準備期間を経て、翌年1989年４月１日、佐竹秀雄先生を専任の研究員
としてお迎えして、わが言語文化研究所は実質的に研究活動を開始したので
ある。この年以来、佐竹先生は言文研の運営に心を砕き、活動を軌道に乗せ、
1996年からは言文研所長としてその発展に尽力され、2014年３月末日には、
めでたく定年退職の日を迎えられた。ご退職に当たっては、武庫川女子大へ
の多大な貢献により、名誉教授の称号が授与された。長年のご苦労に心より
ねぎらいの言葉をお贈りしたい。
現代日本語について何か疑問があれば、佐竹先生に尋ねればよい。この賛
辞は先生に与えられた勲章である。先生は現代日本語についての、字義通り
の「生き字引」でいらしたのであった。それゆえ、先生のおられた武庫川女
子大学言文研は、現代日本語研究のメッカであった。
先生の日本語についてのご研究の成果は多方面にわたっているが、なかで
ももっとも注目すべきは、現代日本語のなかに「新・言文一致体」の言語現
象を指摘されたことであろう。この説は、言語文化研究所に着任される以前
に、1980年刊の『言語生活』（343号）に掲載された論文「若者雑誌のことば
――新・言文一致体――」において発表されているのだが、若者の言葉に代
表される現代日本語の新しい現象についての研究は、言文研の活動そのもの
であったといって過言ではない。もっとも、言文研ではその他の領域におけ
る言語文化についての研究は滞りなく行われていたのは確かだが、それらの
活動以上に、佐竹先生の現代日本語における新現象についての研究が際立ち、
学界のみならず、マスコミ、メディアや一般市民層の注目をも引きつけてい
たからであった。
佐竹先生を中心とするこの活動のありようは、言文研で毎年発行される機
関誌『言語文化研究所年報』を創刊号から繙いていただければ直ちにわかる
ことである。先生は、創刊号（1989）において、和田誠が『倫敦巴里』（1977）
のなかで、たとえば野坂昭如や池波正太郎などの現代の日本の小説家ならば
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川端康成の『雪国』の冒頭の有名な部分をどのように描くだろうかという試
みに挑戦して、パロディを実践して見せた文章例を分析の対象に取り上げら
れた。現代日本語の文体に驚くべき新鮮な関心を強く示されたあと、先生は
『年報』第２号（1990）になると、「ジュニア小説とファンレター」を寄稿し、
ただちに現代日本語における新言文一致体の研究に着手されたのである。
たとえば、「あ、で、でも、勘違いしないでね」、「瞳までウルウルしてきちゃっ
た」、「ったく、タイミングがいいんだか、悪いんだか」といった、ジュニア
小説に登場する会話文に注目し、このような実際に話すような口調は、小説
中の会話文だけでなく、一般の散文、たとえば考えて文章を作らねばならな
い場合にも見られる現象であることを実証されている。そして「相手に話し
かけるような文体」を「新言文一致体」と佐竹先生は命名し、そうした現象
の生まれる根拠について考察を加えられる。現代の若者は、ジュニア小説を
読んで文章を書くのに影響を受けたわけではなく、若者の文体の根底に「話
すように書けばよい」という意識があるのだろうと推測されるのである。
佐竹先生は、このようないわば感覚的な文体を得意とする若者の文章を取
り立てて批判したりはせず、むしろ好奇心にも似た強い関心をいだき、その
背後の言語観や現代の文化現象の推移を暖かく、かつ柔軟に見つめておられ
る。ただし、ひとつ心配を漏らされることがある。感覚的な文体の対極にあ
る、論理的に展開する文章は、このような若者には苦手ではあるまいか。た
とえばそのようなタイプの学生は、試験の答案には論旨不明の文章しか書け
ないだろうと心配されるのだ。この心配は、佐竹先生にとって永遠の問題で
あったのかもしれない。
佐竹先生は、若者の言葉、口語体の文体、現代日本語の新言文一致体の問
題に一貫して強い関心を示され、以後、『言語文化研究所年報』の毎号にわたっ
て、その研究成果を発表してこられた。たとえば、第３号では「新言文一致
体の計量的分析」、第４号では「昭和軽薄体と新言文一致体」を掲載するといっ
た具合にである。
こうした現代日本語の新現象への時機をとらえた関心は、言文研が発行す
る年２回の「LC りぽーと」でもそのありようがみずみずしく報告され、そ
の成果は2013年12月に開催された先生の最終公開セミナーにおいて集大成さ
れて発表されたのであった。
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Ⅰ　佐竹先生に贈る
佐竹先生とお話していると、こちらも刺激されて、常日頃、現代日本語に
ついて疑問を感じている現象が思い起されてきて、楽しくなる。たとえば最
近の若者語のひとつに、強調の副詞「めっちゃ」の多用が窺えるが、もし外
国人に日本語をはじめて教える場合には、「めっちゃうれしい」よりも、「と
てもうれしい」と教えるほうが望ましいのではあるまいか、と思ったりする。
もっとも、『新明解国語辞典』（第６版、2005）には「めちゃうれしい」が〈口
頭語〉として採取されているにしてもである。ちなみに、先生の編集された
『デイリーコンサイス国語辞典』（第５版、2010、三省堂）には、「めちゃ」
が辞書項目に取り上げられているが、「めちゃうれしい」は採録されていない。
先生のご意見を承りたいと願っているところだ。また、最近他人から、「～
していただいても、よろしいでしょうか」と頼まれると、丁寧な表現なのか、
慇懃無礼なお願いなのか、あるいはうむを言わさない依頼なのか、判断に戸
惑っているうちについ了承してしまいがちになるのだが、このような表現へ
の対応についても先生からご指南をいただきたいと思っている。
佐竹秀雄先生の培った現代日本語の抱えている諸問題についての研究は、
今後も、武庫川女子大学言語文化研究所の伝統的な研究テーマとして継続し
て研究していきたいと考えています。幸いにして、佐竹先生にはご退職後も
言文研のためにご助力をいただき、「ことばのサロン」や「言文セミナー」
を引き続きご担当いただくことになったので、安堵している次第です。今後
とも、佐竹秀雄先生には後進のために良き刺激と良きご指導をたまわりたい
と願っております。
 （武庫川女子大学　言語文化研究所　所長）
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佐竹さんとのお付き合い
真　田　信　治
私が佐竹さんと初めて出会ったのは、₁₉₇₅年の４月１日。２人が国立国語
研究所に勤務するようになった初日のことである。
その数日後、当時の所長であった岩淵悦太郎先生の部屋に、新入研究員の
３名（佐竹さん、杉戸清樹さん、そして私）が呼ばれたのだった。（ちなみに、
われわれはスリーエスと称された。私の所属した言語変化研究部第一研究室
のメンバーも佐藤亮一さんと白沢宏枝さんだったので、そこでもスリーエス
であった。次年度に沢木幹栄さんが加わってフォーエスになったが。）
所長室での談話のなかで、岩淵先生と佐竹さんが「せんべい」と「おかき」
の語意をめぐって東西論争を繰り広げていたことが鮮明に思い出される。
佐竹さんの研究テーマは「書きことば」であり、私の研究テーマは「話し
ことば」であったので、互いの研究上の接点は少なかった。それを結びつけ
てくれたのが、佐竹さんほかの研究員たちと共同で進めた『図説日本語 グ
ラフで見ることばの姿』（角川書店）の編集作業であった。佐竹さんは主と
して「文字と表記」のジャンルを担当し、私は主として「音声とアクセント」
のジャンルを担当した。
この『図説日本語』が完成し、出版されたのは₁₉₈₂年２月のことであるが、
同年４月に私は大阪大学文学部に転出することになった。佐竹さんの出身校
でもあり、いろいろと阪大での、また関西での振る舞いなどについて伺った
ことを憶えている。
その佐竹さんが関西に戻ってきた。心強い思いがしたものであった。特に
関係が深まったのは、₁₉₉₇年の春頃から始まった日本話しことば協会にかか
わってからである。この協会は₂₀₀₁年₁₁月に内閣府より NPO 法人としての
認可がおりて、₂₀₀₂年４月から「NPO 法人 日本話しことば協会」となり、「話
しことば検定」を軸として活動をしているのであるが、その検定の節目ごと
に佐竹さんと２人で立ち会う機会がある。そしてその都度、夜の食事会で情
報交換をするのである。年に２、３回の頻度で。（かつて２次会では、美味
しいお店、美味しいお酒を、グルメ佐竹から毎度一方的に紹介してもらうば
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Ⅰ　佐竹先生に贈る
かりであった。）
ところで、近年、話しことばに近い書きことばが若者たちのあいだで用い
られている。従来は書きことばはフォーマルであって、話しことばとは一線
を画すところがあった。しかし最近、話している口調に近く、書き手が読み
手に対して話しかけるような文章が若者のあいだで多く見られるようになっ
た。そのことを指して、佐竹さんは「新言文一致体」と名付けたのだった。
そしてさらにインターネットやケータイメールなどで、文章の話しことば
化はさらに進行していて、方言の使用なども頻繁に見られる。LINE などで
打たれる文章は、書きことばというべきなのか、話しことばと言うべきなの
か、もはや不分明になっている。話しことばと書きことばという枠組みは、
すでに意味を失いつつあるのではなかろうか。
佐竹さんの研究テーマと私の研究テーマは融合したのである。その融合は
研究上のテーマだけではなく、２人の気持ちの上においてもまたしかりであ
る。
₂₀₁₅．₂．₂₄ 記す
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アマノジャクの包容力
三　宅　和　子
サタケさんとは２～３カ月に１回くらいのペースでお目にかかっている。
とはいえ、教室のスクリーンを通してなので、バーチャルに会っているとい
うことになろうか。「ひと・ことばフォーラム」というこぢんまりした勉強
会をここ数年続けている。スカイプで関西と関東を繋いでいるが、関西会場
（武庫川女子大学言語文化研究所；以下言文研）にサタケさんや岸本千秋さ
ん、関東会場（東洋大学）に私と仲間たちがいる。毎回、発表を聞いて東西
の会場から質問やコメントをし、お互いの研究に新たなアイディアやヒント
をもらうという趣旨の会である。このサタケさんとのバーチャルな関係は、
実はかれこれ₁₀年になる。
サタケさんとの出会いの記憶は定かではない。「新言文一致体」をはじめ
とするご研究でお名前はよく知っていたが、言文研の岸本さんを「メディア
とことば研究会」の発表に担ぎ出した₂₀₀₃年の₁₀月３日、久仁子さんと共に
ご夫妻で仲良く参加してくださった時が印象的だった。その後、TV 会議の
関西会場候補がなくて困っていた時、助けの手を差し伸べてくださった。
₂₀₀₅年₁₂月に言文研と東洋大学は繋がり、爾来、言文研－東洋大学の勉強会
は、「メディアとことば研究会」から「ひと・ことばフォーラム」へと姿を
変えながら、現在まで連綿と続いている。
そんなわけで、私は生身の佐竹氏（生（なま）サタケ）よりもバーチャル・
サタケに親しんできたといわざるをえないのかもしれない。生（なま）サタ
ケにも会わないわけではないが、ここでは、バーチャル・サタケとの付き合
いで見えてきたサタケ像についてちょっと書いてみたい。
サタケさんのサイトに「ことばのコンビニ」のコーナーがあるのを御存じ
だろうか。そこには「サタケさん」の自己紹介があるが、目に留まるのが、「他
人と同じことをするのが嫌いで、上品なアマノジャクになりたいと願ってい
ます」という一文。これには、「なりたいと願わなくても、もう、すでになっ
ていますよ」と声をかけたくなる。
「ひと・ことばフォーラム」では、発表時間よりディスカッションの時間
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Ⅰ　佐竹先生に贈る
を長く取ることをモットーにしている。発表後に様々な質問や意見が出てく
る。議論が一定の方向に収斂したり白熱してきたりしても、サタケさんは黙っ
て聞いている。自分からしゃしゃり出たり口をはさんだりすることはまずな
い。そして、話が煮詰まったり落ち着いて来たりしたときに、サタケさんが
指名される。サタケさんは、発表者の研究や分野は「まったくわかりません
が」とか「素人ですが」といったような前置きで話を始める。毎回新鮮な驚
きを感じるのは、コメントがそれまでの議論を覆したりかけ離れていたりす
る見方から発せられることだ。あたかも、自分の役割は現在の話の流れに待っ
たをかけ、議論をひっくり返すことにあると考えているかのようだ。そこか
ら新たな発見を得たり、別の見方で眺めて違う構造が見えたりすることに貢
献するという信念に基づいているのだと推測している。
英語に‘devil’s advocate’ということばがある。直訳すると「悪魔の擁護
者」。議論を面白くするために、あえて反論する、異を唱える、反対役を買っ
て出ること、あるいはそのような人という意味である。サタケさんのコメン
トの内容、異を唱える姿は、まさに ‘devil’s advocate’。この単語は「アマ
ノジャク」とも訳される。ときには無知なふりをしたり、ちょっと意地悪な
見方をしたりしてと、この役に徹するサタケさんの手口には確かな味わいが
あり、とても上品だと私は思う。アマノジャクの所業でありながら、根底に
は、発表者の研究のいい所を見つけて生かしたい、どんな究明方法があるか
をいっしょに考えたいという、お父さんのような包容力がある。サタケさん
のコメントを聞きながら、私もいつかこんな真似ができるようになれたらと
思う。
「アマノジャクの包容力」が機能するメカニズムを、私はまだ解明できて
いない。もっと生（なま）サタケとの付き合いを増やしていかねばなるまい。
少し時間の余裕もできたであろうサタケさんと、謎を解明するという口実の
もと、感じのいい店主がいるお店の美味しい酒に舌鼓を打ちながら、ちょっ
と辛子のきいたお話を肴に、話が弾んで時を忘れるような極上のひとときが
もてたらと願うのである。
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佐竹先生のご退職に寄せて
道　浦　俊　彦
ここに、一冊の古い大学ノートがある。
表紙には「₁₉₉₈～　平成ことば事情　関係者リスト」とある。
今から₁₇年前、当時、読売テレビの夕方のニュース番組『ニュース・スク
ランブル』の中で、「ことば」をテーマに特集コーナーを作ろうと企画した。
「₁₉₉₈年」は「平成₁₀年」、つまり「平成」になって₁₀年、“新しい”年号
にも慣れた今、「平成」の世の中のことばの動向を捉えてみてはどうだろう
か？「昭和」のことばと、何がどのように変わったのか探ってみよう！とい
うのが、このコーナーの企画意図であった。（ちょうど『広辞苑』の「第５版」
が出た年でもある。）
６月に第１弾「アクセントの平板化問題」、第２弾「じゃないですか言葉」
について放送してから４か月後の₁₀月６日、「～のほう」という言葉を取り
上げた。「メニューのほう、よろしかったですか？」のような“婉曲表現”
としての「のほう」である。これについて伺った専門家が、佐竹先生だった。
初めて武庫川女子大学にお邪魔してインタビューをした。「～のほう」につ
いて取り上げたものとしては、比較的早い時期だったと思う。
佐竹先生がお答えになったインタビュー内容が良かったためだろう、この
回の視聴率は、₁₂.１％と、コーナーとして初めて「２ケタ」を記録している。
夕方の番組としては、相当に良い数字である。ノートに残る記録を見ると、
その年度（平成₁₀年度）は、もう一度、年が明けた１月６日に「なんでそん
なことするかなあ」（「する“の”かなあ」ではなく）という言葉について、
佐竹先生にインタビューしている。
このノートには、佐竹先生から届いた「住所変更のメール」のコピーが張
り付けてあった。₁₉₉₉年₁₀月₁₂日のものだ。この日は「ぼんさんがへをこい
た」という「１から₁₀まで」を数える代わりに言う「子どもの遊び言葉」に
ついて取り上げた。当時、既にこの「ぼんさんがへをこいた」が、関東発祥
と見られる「だるまさんがころんだ」に取って代わられているという現状を
分析した特集だった。この言葉に関してはその昔、ことばの専門誌『言語生
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Ⅰ　佐竹先生に贈る
活』で調査したことがあったと言うことで、その「最後の編集長」を務めら
れた佐竹先生にインタビューしたのだ。インタビューでの肩書は「『言語生
活』元編集長」としたのだが、放送を見た先生からの感想メールには、「私
の肩書きの『元編集長』は恥ずかしかったです」と書いてあった。
『ニュース・スクランブル』の「平成ことば事情」での専門家としての出
演回数は、おそらく佐竹先生が一番多かったと思う。理由は「何を聞いても、
うまく答えてくれるから」である。「平成ことば事情」のコーナーは、その
後「新世紀ことば探検隊」と名前を変えて₂₀₀₃年１月まで続いた。
コーナーがなくなった後も、（₁₉₉₉年から）私は、読売テレビのホームペー
ジやブログで「ことば」について書き続けた。その数は、₅₆₀₀回を超えた（₂₀₁₅
年１月現在）。そして「ことば」についてわからないことがあると、自分で
調べてもわからないことは佐竹先生に頼った。また、言語文化研究所の講演
にも「取材」と称して、カメラマンと一緒に、あるいはカメラマンなしでも、
足しげく通った。
そうこうしているうちに、書き溜めたコラムが₁₀₀₀回に達しようとした
₂₀₀₃年、「本にまとめませんか？」という声が PHP文庫からかかり、５月に
『「ことばの雑学」放送局』という、私としては初めての著書になった。（す
でに絶版になったけれども…。）
さらにその年の秋、佐竹先生からも「言語文化セミナーで、ゲストスピー
カーとして話してくれませんか？」というお話を頂いた（たしか、その前の
回のゲストスピーカーは、タレントの遙洋子さんだったような気がする）。
当時のレジュメを検索すると、出て来ました、
「₂₀₀₃、₁₁、₁₄　武庫川女子大学言語文化セミナー『平成カタカナことば
事情』読売テレビアナウンサー・道浦俊彦」
今、レジュメを改めて読んでみると、なかなか専門的で奥が深い。あ、そ
う言えば、この「奥が深い」という言葉に関して、佐竹先生は₂₀₀₅年₁₁月１
日付の読売新聞・夕刊のコラム「ことばのこばこ」に、
「『日本語は奥が深いと思いました』。学生にレポートを書かせると、出来
のよくないものにこの感想が付いてくることが多い」
『「関係者には大問題だが、一般の人にはどうでもいいことだし、よく分ら
ない」を穏やかに表現したものが「奥が深い」ということらしい。』
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と書いていらっしゃる。これを読んで以来、「奥が深い」とは、簡単に口
に出せなくなったよなあ…。
武庫川女子大を退官されても、週５日は京都と神戸で「ことば」に携わっ
ていらっしゃるとか。今年（₂₀₁₅年）の年賀状には、「現役時代の３倍の労
働で、収入は３分の１…」と記されていた。お元気でご活躍、何よりです！
次は「古希」か「喜寿」の記念号に書かせて頂きますね ! !
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頼りにしてます　コメンテーター佐竹先生
河　合　真美江
いつだって、困ったときの佐竹先生なのである。
「はい、武庫川女子大学言語文化研究所サタケです」
いつだって、電話の呼び出し１回か２回で出てくださる。
「もしもし、またひとつ教えてください。すかたん。この言葉がずっと気
になっていて。大阪でよく言いますよね。どんな意味なんでしょうか」
夕刊のシリーズ「勝手に関西遺産」の多くの取材は佐竹先生への電話から
始まった。
「ああ、すかたん。言いましたねー。近ごろあまり言わないけど」と佐竹
先生は話にのってくださる。「いっしょうけんめいなのにしくじる。すかた
んしてしまった、と自分でね。まったくすかたんやなあと許す言い方もあり。
しゃあないなと」。なるほど。話は広がっていく。
「フーテンの寅さんなんか、すかたんでしょう。いつも独り相撲で、でも
帰ると身内が許してくれる」と佐竹先生。すごくわかりやすい例えだ。「そ
んな『すかたん』が世の中で使われなくなってきたのは、世間の許容範囲が
狭くなったからじゃないかな」
できた。これで、原稿が書ける。佐竹先生に話をうかがうと、オチが決ま
る。「いやいや、思いつきだよ。話しながら考えているんですよ」。そうおっ
しゃるが、そうだとすれば、本当にすごい。
私は大阪本社版夕刊の「勝手に関西遺産」をチームで長く担当してきた。
ユネスコの世界遺産のむこうをはって、関西の有形無形のお宝を勝手に関西
遺産に登録するシリーズだ。₂₀₀₄年から週１回、去年₁₁月でまる₁₀年のロン
グラン連載になり、登録も₅₀₀件近くにのぼる。
私はなかでも関西の言葉をテーマに書くのが好き。ほな、難儀やなあ、ちゃ
う、パチもん……。関東育ちの私にとって、関西の言葉こそナゾと驚きに満
ちた宝だから。そして、私にとってのレギュラーコメンテーターが佐竹先生。
大阪っ子の佐竹先生の経験とセンスのつまったコメントのおかげで、なんと
か記事が成り立つというわけだ。
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原稿がまとまらなくて困っているほかの記者にも佐竹先生を紹介した。だ
から、このシリーズを含め、朝日新聞には₆₀回もコメンテーターとして登場
していただいている。
関西遺産の記事から佐竹先生の名言のいくつかを……。
しゃあない　「がんばったけどあかんかったと自分を納得させる、あきら
めなのです。フラレた時のセリフにぴったり」
どアホの「ど」　「『ど』をつけ、モアのランク付けをしているんですね。
どケチ、どしゃべり、ど派手、どしぶとい、ど助平……。みな大阪人の気風
を表す言葉につく気がしませんか」
言い得て妙。突撃電話にたった５分でこんなコメントをくださるかたはま
ずいない。
関西人のコミュニケーション力、おせっかいさ、しなやかさ、あるときは
ぬけめなさのようなものを教わった。佐竹先生を通して、私は関西に一歩一
歩近づいた。
大好きな言葉に「あめちゃん」がある。電車でせきこんでいて、となりに
座ったおばちゃんに実際に「あめちゃん、あげるよ」と声をかけられたとき
は、これだ！と心がふるえた。そのあめちゃんを佐竹先生はこう評した。「初
対面でも警戒せずやりとりできるコミュニケーションの道具。関西ナンパ術
のひとつかな」
軽やかに、感性をとぎすませて。私も佐竹先生のように言葉とつきあって
いきたいと思います。まだまだ勝手に関西遺産のコメンテーターとして、こ
れからもどうぞよろしくお願いします。
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₁₀₀回生きて　サタケさん
沢　　　昭　子
今から₂₀数年前、私は武庫川女子大のオープンカレッジ（社会人が参加出
来る）で佐竹先生にお会いしました。「サタケさんの日本語教室」確かそん
なタイトルだったと思います。毎回ことばにまつわるお話をして頂き楽しく
有意義なひと時を過しました。実は私はニュースを読んだりDJ をしたり、
時には CMで「あなた車売る？私、高く高く買うわ、♪ハナテン中古車セ
ンター」のような色っぽい声を出したりしていましたので声やことばについ
てそれなりに興味を持っていたのです。
さてそれから数年たった₁₉₉₇年、同じ阪神沿線に住む白石章代さん（現日
本話しことば協会の副理事長）と四方山話に花が咲いて「話しことばってコ
ミュニケーションの大切な要素よね、一人ずつスピーチテストのある話しこ
とば検定をやってみない？」と大それた計画が持ち上がってしまったのです。
そこで長らく御無沙汰している佐竹先生の所へ厚かましくも御相談に出かけ
ました。「うーん、むつかしいですよね。話しことばは書きことばに比べて
規範がはっきりしていないからね。確かに話しことばの検定はあって当然な
んだけれど――でもやってみる価値はある」
そのことばに力を得て日本話しことば協会を設立。話しことば検定は船出
をしました。日本で初めて話しことばに光を当てた検定、と新聞に大きく紹
介され第一回目の受験者数は、₁₀代から₈₆歳まで３千人以上。一日中事務局
の電話が鳴り続けててんやわんやの嬉しい悲鳴を上げました。
それから今日まで佐竹先生の豊富な知識と冷静な判断力に支えられ「話し
ことば検定」は元気に日本中の人たちに受験していただいています。
酒と女――アッ、房の字を入れ忘れた――が大好き。頭がシャープでちょっ
と怖いけれど実はとってもやさしい、お話ししていると楽しくなる佐竹先生。
これからも、「外の女」がいることをお忘れなく、「はなけん」の面倒を見て
下さいますよう、いつまでもお元気で。₁₀₀歳のバースデーパーティーを楽
しみにしています。
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佐竹先生に感謝を込めて
白　石　章　代
尊敬する佐竹先生、長い間お疲れ様でした。
顧みれば、日本話しことば協会が発足した₁₈年前から今日に至るまで、い
ろいろと相談に乗っていただきました。
協会の活動が行き詰った時や、作問の方向性で悩んでいた時、そのほかど
んな小さなことでも、いやな顔ひとつせず、いつも的確なアドバイスをくだ
さいました。よちよち歩きの私たちが大きなトラブルもなく今日まで来られ
たのは、ひとえに先生があたたかく見守ってくださったお陰だと思っており
ます。改めて感謝申しあげます。
今だから言えますが、私、「佐竹さんちのお猫様」がずっと羨ましくてた
まりませんでした。「ももちゃん」という名の「お猫様」は誰に媚びること
もなく、自由奔放でちょっぴり我が儘、食通の彼女がお気に召さない魚は、
そのあと先生と奥様のお腹におさまるとか…お二人の愛情をいっぱい受けて
幸せな一生だったと思います。
そういえば何年か前の言語文化研究所年報で「愛犬家と愛猫家の表現法」
の調査・分析をなさっていましたね。雑誌に投稿した愛犬家と愛猫家の人た
ちの文を緻密に分析した結果に、思わず納得してしまいました。これまでの
テーマの中でもかなり力を入れていらっしゃったのではないでしょうか。
ところで、佐竹先生は「上品なあまのじゃく」を目指していらっしゃるそ
うですが、私の中の「佐竹秀雄像」は、博学で論理的、話し上手でユーモラ
ス、ちょっぴりお茶目。そしてなにより優しくてフェミニスト。会議の後の
懇親会で、女性の多い時など、さりげなく料理をサーブしてくださったり、
帰りにコートを取ってくださったり、挙げるときりがないくらいです。
武庫川女子大学のお仕事は一段落なさっても、協会スタッフをはじめ、先
生のファンはずっと応援しています。これからもご壮健で、ますますご活躍
くださいませ。
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佐竹先生との思い出
前　川　由　美
佐竹先生とご一緒したのは、平成二年の四月からでした。その三か月前か
ら私は副手として言語文化研究所でお仕事をさせていただいておりました。
国立国語研究所にいらした先生が、赴任されるということで、どんなお話
がうかがえるだろうと楽しみにしていたのを覚えています。固い学者肌の方
かなと勝手に想像していたのですが、お会いした先生は、とてもソフトな印
象で、事務手続き全般をこちらが気付かないうちに終わらせておられました。
あわてている私の報告を聞かれて、「君の日本語はわからないよ。」とのコメ
ントをいただき、深く反省したことは今も忘れられません。
まだ、研究所棟などできておらず、現在MM館になっている場所にあっ
た体育館の二階の二部屋を使っておりました。通るのはたまに部屋を間違っ
たスポーツ学科の学生ぐらいで、静かな時間を過ごしたのは最初の一、二か
月ほど。その間に出始めのパソコンについて解説していただいたり、国立国
語研究所時代のお話をうかがったり、お酒の肴について盛り上がったり、楽
しく有意義な時間でした。
そこから、佐竹先生はどんどん忙しくなられました。優秀な学生が、お手
伝いに集まり、外部の新聞社などからも電話がかかってくるようになり、特
別学期では₁₀₀₀人以上の講義もされました。
間もなく、出産のため退職した私にとって、その後、佐竹先生からいただ
いた折々のお葉書は宝物になりました。バタバタとした子育て中、ちゃんと
言葉を伝えられる人を育てようという思いだけは、ぶれずに過ごせてきまし
たことは、佐竹先生と言語文化研究所でお会いできたからだと、心より感謝
しております。
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佐竹先生に贈る言葉
青　木　　　優
佐竹先生ご退職おめでとうございます。もう定年をお迎えになられたと思
うと時が経つのは早く感じます。佐竹ゼミ一期生の私たちも社会人になり数
年が経ちます。それでも尚、召集をかけると半数以上が集まるのは、佐竹先
生のお人柄が為せる業だといつも感じております。
在学時から、佐竹先生のまわりにはいつも自然と学生たちが集まってくる
心地良い空間がありました。それは、私たちが日ごろ見落としがちな日本語
に対する知的好奇心をうまく刺激してくれる空間を、先生が作って下さって
いたからだと思います。何気なく話している会話から佐竹先生が「いまの表
現おもしろいですね」「この言葉と今の言葉の違いわかりますか」と言われ
るだけで、日本語についてあれやこれやと各々の意見が飛び交います。それ
を先生は、ひとりずつ丁寧に、まるで答案用紙にコメントを残しつつ添削を
されるように返答して下さいます。私はこのひと時がとても好きでした。日
本語について学び、話し合い、論文を書くことは、学生時代は当たり前で、
普通の事ですが、今思うと、とても贅沢な時間だったと感じます。
佐竹先生が「少しでも自分の話して書く日本語に自信をもって卒業してほ
しい。それは社会に出た時、あなた達の武器になります。」とおっしゃられ
ていたことを今でもよく覚えています。自分が使っている言語について知り、
学ぶことは自己を肯定してくれる強さを持っていると私は思います。先生が
おっしゃられていた通り、社会に出た時、佐竹ゼミで学び培った自信はいつ
でも私に勇気を与えてくれました。
ご退職後も言語に携わっていかれるとのご報告を伺い、とても嬉しく思っ
ております。今後とも変わらずご指導いただきますようお願いし、益々お元
気でご活躍されますことをお祈りいたします。
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佐竹先生との出会い
松　尾　祐　加
このたび無事定年を迎えられ退職されますこと、誠におめでとうございま
す。恩師である佐竹先生には在学中だけでなく、卒業後もたくさんご指導を
賜りました。改めてお礼申し上げます。
私が研究所に通うようになったきっかけは、佐竹先生のゼミに所属したこ
とです。日本語日本文学科では、３年次から専門分野で研究を行うために学
生自身でゼミを選択することになっていました。周囲の学生は希望のゼミが
決まっているようでしたが、私は短期大学部から３年次編入をし、講義を受
けたことのない先生ばかりだったため、どのゼミに所属するか決め兼ねてい
ました。ある日、学科全体で先生方によるゼミ説明会が行われ、「源氏物語
は研究しても楽しそうでヤバイなー。近世とかの言い回しはちょっと不得意
やし、ヤバイかー。ヤバイ、ヤバイ…。」と検討していたときに聞こえてき
たのは佐竹先生のことばでした。
「おかしいと思った日本語を再確認し、それを自分たちで使うか使わない
かの取捨選択を行う。そして日本語マスターになってほしい」
最初のゼミ授業の日、指定された教室に集まったのは日本語マスターを志
す₂₀人もの学生でした。授業は教室の設営から始まりました。机を一周の円
状にして、先生は教壇に立たず学生と同じように机に座ります。そして先生
も参加して自己紹介を行いました。少し不思議な自己紹介も終わり、そろそ
ろ講義が始まるのかと思いきや「学食に行こう」という先生。鶴の一声では
ありましたが、頭の上に「？」をつけたまま学食でお菓子とジュースを購入
し、“佐竹先生と女子会”が開催されました。他愛もない話から、どうして
このゼミを選択したのかなどを話し、その日のゼミは終了しました。
ゼミの時間は今までの講義とは違う、参加型で自由に発言できる時間でし
た。「最近こんな日本語を使っている人がいた」という問題提起を学生が行い、
その日本語を使った人はどうしてそういった言い回しをしたのかを先生と一
緒に考えます。正解はなく、それぞれが納得の行くところまで話し合います。
今までと違う新しい授業や、先生の考え方をすごく新鮮に感じたことを今で
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も覚えています。「短期大学の授業と違うから？ゼミというのはこういうも
の？」。不安と好奇心から、私は同じように編入学した友人と誘い合わせて、
先生の研究所によくお邪魔するようになっていました。先生はいつも快く迎
えて下さって、日本語の相談だけでなく、いつしか今後の進路の相談にも親
身になっていただきました。
４年前に大学を卒業し、営業職に就きました。社会人になると、自ら問題
を探し、自ら答えを作らないといけない世界になり、気づくこと・考えるこ
とを自発的に行わなければ、現状が見えてこないことばかりでした。いま思
うと“日本語マスター”は日本語を意識し問題提起する力を持つことで、“佐
竹先生と女子会”は話し合って答えを出す力を持つことのきっかけになって
いました。２年間のゼミは人生においては短い時間ですが、先生と過ごした
時間は濃密でした。教えていただいたことは数知れず、本当に感謝してもし
きれない思いです。
今後も言語文化研究所で日本語に携わっていかれるとのことで、また研究
所でお元気な姿を拝見させていただけることを大変嬉しく思っております。
お身体ご自愛のうえ、ますますのご活躍をお祈り申し上げます。
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佐竹先生と言葉と私
濱　田　華　名
佐竹先生は、私にとって家族のような存在です。いつも気にかけてくれて、
私を認めてくれます。
先生の洞察力に、学生の頃はひやひやしたものです。私は真面目に集中す
るフリが得意でしたが、先生にはそのフリはバレバレだったと思います。
先生は学生の頃からゼミ生をたくさん、ご飯に連れて行ってくれましたが、
そこにいない生徒のことも我が子のように話す先生の姿はとても印象的でした。
いつも先生は、私たち生徒を心配してくれます。卒業論文に取り組む姿勢
が悪く、叱責されることもありましたが、どんな時でも先生は私たちを否定
することはありませんでした。
教授というと、専門のことについては厳しくこだわりがあると思います。
しかし、先生から日本語の使い方を指摘されたことは、一度もありません。
生徒から、絵文字や顔文字をたくさん使ったメールが届くことを嬉しそうに
話す先生の姿は、娘からメールをもらう父親のようでした。私がメールを送っ
た時、手紙を書いた時、先生が大切にしてくれるのは、私の言葉ではなく、
私の気持ちです。私は言葉よりも感情が先走るタイプなので、両親でさえ伝
わらない時がありますが、先生は私が今、どんなことを考え感じているのか、
いつも分かってくれます。
ある時、先生と生徒数人とで雑談をしていた時に、生徒が「先生は猫が好
きだから―」と言ったことに対して、先生は「僕は、猫が好きなんじゃなく
て、自分の飼っている猫が好きなだけ」とおっしゃっていたことがあります。
私たちがどんな風に変わっていっても、変わらない愛情を注いでくれる先生
は、きっと「武庫川の生徒が好きなんじゃなくて、君たちが好きなだけ」と
言ってくれるのではないでしょうか。
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先生からいただいた大切なもの
井　上　章　子
「井上さんの勤務先は、大学へ出講することが許されますか」と、佐竹先
生から思いがけないお声がけをいただいたのは、LCセミナー出席時でした。
それが、週に１回武庫川女子大学短期大学部での授業を担当するきっかけに
なったのです。出講日にはたいてい研究所を訪れ、授業のやり方やヒントか
ら世間話まで、ずいぶんいろいろなお話を伺うことができました。すべて私
の宝物です。
中でも印象に残っているのは、「文法的には正しいが誤解を生じうる日本語」
と「文法的には正しくないけれど誤解なく伝わる日本語」では、どちらをよしと
するかという話でした。それまで、私は正しいものと誤ったものがあれば何事に
よらず正しい方がよいと信じていました。しかし、先生は、言葉は情報を伝える
道具なのだから、誤解なく伝えることが大事だとおっしゃったのです。
目から鱗とはこのことを言うのでしょう。言葉は伝達のための道具なので
した。それ以来、正しくないと言われる言葉の使い方に気づいたとき、その
効果やなぜ発話者がその言葉を選んだかが気になるようになりました。もち
ろん正解がわかるわけではないのですが、日本語の豊かさをより感じるよう
になった気がします。
さらに、言語文化セミナーはとてもユニークな切り口でのテーマが多く、
毎回楽しみでした。第₁₀回「落語の表現とユーモア」で、古今亭志ん朝の落
語を初めて聞き、第₁₆回「J⊖POP と日本語～歌はことばにつれ」では、桑
田佳祐、小柳ゆき、小田和正の歌詞と曲の切れ目が合わないこととその効果
を知りました。テーマの選択は、佐竹先生のアイデアなのでしょう。何とも
守備範囲の広い日本語学者です。これからも新聞やテレビなどのメディアで、
著書で、講演でお目にかかれることを楽しみにしております。
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佐竹先生ご退職に寄せて
宇都宮　昌　子
「特に教えることはありません。おしゃべり大好きなひと、待っています。」
オープンカレッジの『日本語講座』の紹介文は堅苦しい講座名には似合わな
い軽いノリで、おまけに予習復習もないことに惹かれたのが受講のきっかけ
でした。
内容は新聞やテレビなどメディアの表現に対して勝手にツッコミを入れ、
それをネタにおしゃべりする…まさしく「おしゃべり」しながら日本語につ
いてのおもしろくてためになるお話をたくさん教えていただきました。
講義は受講生が持ち寄ったネタを書き出すことから始まり、話がどちらの
方向に飛んでいくのか全く予測がつかないにもかかわらず、最後にはきちん
と収まるべきところに着地して納得！というのが毎回のパターンでしたが、
おしゃべりに熱中するあまりノートを取ることもせず、寄る年波もあって内
容に関してはほとんど忘れてしまっているのでとても残念です。ときには文
法活用表が登場し、記憶の彼方に埋もれていた国語の授業を懐かしく思い出
したりもしました。
また、『言語文化セミナー』では有意義な講演をたくさん拝聴させていた
だきました。日本語の文章に使われる文字種の多さなど、話し言葉だけでな
く書き言葉としてもふだん当たり前のように使っている言語でありながら、
その表現の多様性に改めて気付かされたのです。
『言葉のサロン』では毎回興味深いテーマをめぐっていろいろな世代の方々
のご意見に触れることができ、まさに《言葉は生きている》を実感しました
し、何より半分錆びつきかけている頭にはとても良い刺激をいただいていま
した。
わずか百年余り前には話し言葉と書き言葉の間には明確な違いがあった日
本語が、言文一致の時代を経て今や過去にないスピードで変化しつつありま
す。
日本語は文字種だけでなく、助詞一文字や文末のちょっとした違いに加え
敬語表現など微妙な言い回しがあり、世界でも難しい言語の一つとされてい
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るそうですが、それが逆に豊かな表現を可能にしている理由であるようにも
思います。
今後も日本語は変化を続け、その研究も進んでいく…そして、いつしか現
在の日本語が古典となる時代がくるのでしょう。
『サタケ先生の日本語講座』の受講をきっかけに言葉の持つ魅力に改めて
気付かされた気がします。
コミュニケーションツールとしての日本語はあいまい表現が多く意図を正
確に伝えるのはとても難しくて、私自身も多くの失敗を繰り返してきました。
母語でありながら無頓着に使い捨てていた日本語を、意識して大切に丁寧
に正しく表現できるように心がけていきたいと思っています。
佐竹先生、どうもありがとうございました。
D06464_宇都宮昌子.indd   24 2015/06/08   14:40:42
－25－
佐竹先生の「サロン」スタイル
大　垣　和　美
職場の先輩に誘われて佐竹先生の「ことばのサロン」に参加するようにな
りました。初めは、一家言を持つ方々の集まり、と怯む気持ちもあったので
すが、思い切って参加してみると予想以上に自由な雰囲気で楽しく、あっと
いう間に時間が過ぎていました。以来、時間を見つけては足を運んでいます。
サロンでは、ことばの現象について意見を交わします。司会の先生は、誰
かが一方的に話すのではサロンにならない、と自ら机を並べかえ、参加者が
互いの顔を見ながら話せるようにしてくださいます。先生は課題をボールと
して投げられますが、決してそのボールをどう受けるべきかはお教えになり
ません。また、先生はよく「ぼくは、あまのじゃくなので」と前置きをなさっ
て、皆が当然と考えていることに疑問を投げかけられます。一つの方向から
見て安易に正誤の判断を下すことを窘められているのです。どのような“合
理化”の果てにその事象が現れたのか、まずは多方向から分析する必要があ
ると説かれているのです。先生は一方的になることを常に警戒なさいます。
先日投げられたのは「ことばは変わりませんよ」というボールでした。「こ
とばは変わる」と当たり前のように私たちが考えていたからでしょう。「こ
とばはそれ自体勝手に変わるものではありませんね」とおっしゃいました。
ことばの担い手は社会の成員である私たちです。“若者ことば”も“正しい
日本語”も私たちが醸成したのです。ことばが変わるのではなく、私たちが
変えているということを先生のボールで再認識させられました。もっとも、
このような受け止めを固着させると、また違う変化球を投げられることで
しょう。
サロンの帰り道、私はいつもその日のボールを掌で転がします。阪神電車
の窓越しの景色を眺めながらボールいじりに興じます。そういう参加者は多
いのではないでしょうか。退職という大きな節目を迎えられ、先生は一息つ
きたいとお思いかもしれませんが、私は次のボールを楽しみにしております。
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『よい師、よい酒、よい人生』
竹　腰　　　純
先生との出会いは平成₂₃年６月２日夜、北新地の「和」という小料理屋の
カウンターでした。たまたま隣になったにも拘らず、女将を交えた話が弾み
名刺交換、初対面にしてハシゴ酒となりました。五十音最後の「わ」が先生
とのお付き合いのスタートとなりました。 その後「ことばのサロン」にお
声をかけていただき、LC 倶楽部に入会しました。同人誌を発行していた俳
句一家に育ち、言葉に興味があったこともあり、その後も楽しく参加させて
いただいています。昨年２月₁₅日先生最後の講義も、友人を誘い拝聴させて
いただき、学生時代に長く感じた₉₀分とは異なる₉₀分を経験しました。
この文章を書いているのは平成₂₇年のお正月ですが、お正月の風景も変わ
りました。明治₃₄年発表の東 くめ作詞、瀧 廉太郎作曲「お正月」には「お
正月には凧あげてこまをまわして遊びましょう。お正月には毬ついて追い羽
根ついて遊びましょう」とありますが、子供達がそのように遊んでいるとこ
ろを見ることはなくなりました。双六、かるた取り、福笑も姿を消し、お節
料理もいつの間にか購入するものになりました。
時代とともに言葉も変わり「かわいい子には旅をさせよ」も旅が苦から楽
に変化したため本来の意味を失い、「絆」は太くするより深くするものに変
わり、「立居振る舞い」から居が抜けつつあります。ら抜き言葉や若者言葉
もネットの力が加わり、勢力拡大のスピードを上げています。また玩具の「黒
ひげ危機一発」のような販売戦略上の確信犯的誤用も増加しているように思
います。
これらの変化はやむを得ないことなのでしょうが心地よくは思えません。
個人で出来ることは限られていますが、今後の人生、一流選手が道具を大切
にするように、自分だけでも日本語を大切に生きていこうと思っています。
そう考える機会を与えて下さった先生に感謝の気持ちで一杯です。定年退官
は誠に寂しいですが、引き続き益々のご活躍をお祈りしています。
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佐竹先生から教えていただいたこと
辻　　　博　光
₂₀₀₅年の春から２年間、私は高等学校で勤務する傍ら、こちらの大学院で
学ばせていただいておりました。その節、佐竹先生には多くのことを教えて
いただきました。今もありありと思い出すのは、研究室を出て先生によくご
馳走になった時の記憶です。美味しいお酒をいただきながら、「ことば」に
関するさまざまなお話をしてくださいました。話題はその日の授業で扱われ
た内容から国語教育の問題、果ては店内にぶら下がっている手書きのお品書
きに書かれた「ことば」まで、本当に多岐にわたっていました。頂いている
お酒よりも、佐竹先生がお話しになることにずいぶん酔わせていただきました。
そうしたお酒の席でのことで、今も忘れられないお話がひとつあります。
論文のテーマの背後には、世界観に関する視点を持たなければいけませんよ、
と佐竹先生はおっしゃいました。論文には書かなくてもいいんです。でも、
テーマの向こうに、自分はこの世界の大きな仕組みを理解したいというとい
う気持ちを持っておかなければなりません。その気持ちがなければ、結局の
ところ学位のために論文を書いているに過ぎないのですよ。
いま、高等学校で勤務する中で、私は先生のそのお話をよく思い出します。
私も、小さな教室の、ほんのひとときの授業であっても、そこに「ことば」
を通じてこの世界を知ってほしいと思っています。最近、生徒が授業の内容
や疑問に思ったことを質問に来た時、昔とは接し方が違っていることに気づ
くことがあります。教職に就いたばかりの頃は正解にこだわっていましたが、
今は「どうして、そう思いますか？」とまず尋ねることが多くなりました。
そう言えば、私の稚拙な質問にも佐竹先生は同じように仰っておられました。
「ことば」を通じて世界に接続する扉に手をかけようとしている様子を、今
の私と同じように先生も楽しんでおられたのではないでしょうか。
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佐竹先生との思い出
原　田　友　美
佐竹先生、ご退職おめでとうございます。
在学中から卒業後の現在まで、長い間、大変お世話になり、まことにあり
がとうございます。
佐竹先生との出会いは、大学四回生の時、平成五年のことです。当時所属
していたゼミの恩師、清原和義教授のご紹介で、アルバイトをさせていただ
くことになりました。思い返すと、学生時代、最も充実し、とても楽しい期
間でした。
週に数回、言語文化研究所へ通い、主に、漢字辞典作成のお手伝いをして
おりました。原稿を書くために、重くて分厚い漢字辞典を何冊も引いていた
ところ、初日から、左腕が腱鞘炎になってしまいました。
食通の佐竹先生との昼食も、毎回非常に楽しみでした。学問から礼儀、愛
猫に至るまで多岐にわたりユーモアを交えて、わかりやすくお話をしてくだ
さいました。
佐竹先生との会話は、いつも緊張の連続でした。間違った言葉遣いをして
いないだろうか、と心配ばかりしていました。恥ずかしながら、大量の研究
材料を提供し続けていたことと存じます。
佐竹先生は、私のことをよく褒めてくださいました。当時、劣等感の塊だっ
たので、とてもうれしかったことを覚えています。人生で初めてたくさん褒
めていただいて、自信がつき、何事にも積極的に取り組むことができるよう
になりました。
佐竹先生と出会えて、本当に幸せです。言葉を大切にすること、人に丁寧
に接することを教えていただいて、感謝の気持ちでいっぱいです。いつも温
かい励ましのお言葉をいただき、改めて御礼申し上げます。
末筆ながら、佐竹先生のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。今
後とも、どうぞよろしくお願いいたします。
D06464_原田友美.indd   28 2015/06/08   14:43:37
－29－
佐竹先生から教えていただいたこと
戸　田　亜由美
佐竹先生、定年のご退職、誠におめでとうございます。この度は特別号の
発刊に際し、原稿を掲載させていただく機会を与えていただきまして、誠に
光栄に存じます。先生には短期間であったにも関わらず、大変お世話になり
ましてありがとうございました。
佐竹先生と初めて対面でお話させていただいたのは、今から約二十年前、
私が大学三年生の春でした。恩師であった故清原和義先生にご紹介をいただ
き、言語文化研究所でアルバイトをさせていただくことになりました。
私が一番印象に残っていることは、残念ながら仕事の内容ではなく、食事
に強いこだわりを持っておられことです。夏には岸本さんと一緒に「暑気払
い」として新地の小料理屋さんへお連れいただいたことがありました。私の
日本酒デビューは新地で大吟醸となりましたが、どれも美味しく、ただただ
感動いたしました。最初に最高の味を知ってしまうと、ちょっとやそっとのも
のでは感動しなくなります。私のコンパ嫌いは、ここが端緒であったようです。
今から思えば、言文研でお世話になった一年の間に、今の私の基礎的な価
値観を形成していただいたような気がします。卒業後は一般企業へ入社いた
しました。社会人になって自費で食事をする立場になった時、先生が学生の
私に、いかに上質な時間と空間を与えて下さっていたかを知り、改めて感謝
いたしておりました。結局、先生が私にして下さったようなおもてなしを、
私が誰かにすることはできませんでした。
本来であれば、直接お会いして、これまでの無沙汰のお詫びと、第二の人
生を歩まれるお祝いを申し上げたいところではありますが、今はこの場をお
借りして、今後も佐竹先生がご活躍されることをお祈りいたしまして、私の
お祝いの言葉とさせていただきたく思います。
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あの頃
森　継　真　由
昨年、先生が退職されると知りかなり驚きました。先生はこれからも言文
研にいるものとばかり思っていて、いつでも遊びに伺えばなんてことはない
話ができるものだと思っていたので残念です。
アルバイトをしないかとお声をかけていただいたのは短大二年の夏休み頃。
就職が決まっていた私はほぼ毎日のように研究室に出勤？していました。で
も、まじめに作業していたかといえばそうではなくて、語彙調査用の雑誌を
読み、お菓子を食べ、しゃべりたおして帰っていく日々。入力作業をすれば
パソコンが固まりデータをダメにしてギャーギャー騒ぐなど『イマドキの若
い子は ! !』なんてとても言えない当時の『イマドキの若者』な行動でした。
『イマドキ』といえば私は覚えていないのですが講義中先生を呼ぶのに手
招きをしたそうで、そんな失礼な学生をよくアルバイトで採用しようと思っ
たなと（笑）そんなうるさい中、先生はいつでも黙々とパソコンに向かって
いらっしゃいました。でも休憩中は先生も話に混ざってくれて、先生はどん
な質問をしても答えてくださるので会話するのが楽しくてまたしゃべり続け
る。悪循環ですね。でも毎日が充実していて楽しかったです。
イマドキの若者とも呼べる失礼な態度であったため先生の目に留まりお声
をかけていただいたわけですが、イマドキでなければアルバイトをすること
もなかったのかと思えばあんな私でもよかったのかな？今はもっとましな大
人になっていると思いたいです。ましかどうかはわかりませんが、とりあえ
ずテレビを見ていても今の日本語は正しい使い方？変じゃない？検索だ ! ! な
どいちいち気にする小うるさい大人にはなりましたよ。
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佐竹先生に贈る言葉
ヒィリー　千佳
佐竹先生、この度は定年退職おめでとうございます。先生が定年退職され
ると聞いて、月日の流れの早さに驚いています。学生時代、先生にお声を掛
けていただき言語文化研究所でお手伝いするようになりました。最初はその
名前に気圧され緊張していましたが、佐竹先生を初め、助手の岸本さんや、
他のアルバイトの方々も良い人ばかりで、とても居心地が良く毎日のように
入り浸っていました。今思い返しても、大学に通っていた時間の中で言文研
で過ごす時間が一番長かったんじゃないかと思います。
先生には沢山おいしいものをご馳走になりましたよね。貧乏学生にはラン
チ＆おやつ付きはかなり魅力的で、本当に助かりました。休憩中に聞ける先
生の食物や酒に関する薀蓄や、出張の度に買って来てくださるご当地土産も
楽しみの一つでした。武庫川女子大学や、鳴尾駅周辺も随分と様変わりした
様ですが、私の中ではあの当時のまま、変わる事はありません。
それに加えて、いつも締め切りに追われてお忙しかったのに、私の卒業論
文まで指導して頂き、本当に有難うございました。先生のおかげで無事に卒
業できたと感謝しています。今でもパソコンの下に暖簾の用に張り巡らされ
たポストイットの光景が思い出されます。これからは、仕事に追われる事無
く、自分の時間をゆっくりと楽しむ事ができますね。美味しんぼに倣って「日
本全県味巡り」とか慣行してみたりして。もし日本に留まらずアメリカ西海
岸に足を伸ばす機会があれば、是非お声をお掛け下さい。喜んでお供いたし
ます。
本当に長い間、お疲れ様でした。今後は第二の人生を大いに楽しんでくだ
さいね。
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佐竹先生のご退職に寄せて
服　部　友　紀
佐竹先生、お元気でしょうか。ご退職なさったと知り、寂しく感じます。
私が研究所にお邪魔するようになったのは、大学１年生の課題提出がきっ
かけでした。「研究所でお手伝いをしてくれない？」と先生からお声が掛かっ
たのです。不安な気持ちもありましたが、先生の講義の楽しさに惹かれ、在
学中の４年間をずっとお世話になりました。
お手伝いは文献の PC入力が中心で、新聞記事やスポーツ雑誌に取り組み
ました。ある時は北海道ばんえい競馬の馬の一生に触れ、またある時はゴル
フのドライバー選びの極意に迫りました。専門用語にもなると予測変換でさ
え歯が立ちません。何と読むべきか。部首は何なのか。総画数はいくらか。
一つ一つが貴重な経験となりました。
なかでも落語は格別の難しさがありました。書き言葉と話し言葉の壁に行
き当ったのです。弾むような江戸っ子の語りを活字に起こし、品詞分解する
には、膨大な時間を要しました。さらに、ウィットに富んだ落語の演目に引
き込まれ、私の手元はすっかりお留守になってしまいました。落ちにたどり
着くころが大変です。隣にいらっしゃる先生に笑いを気付かれないよう、吹
き出したい気持ちを必死にこらえておりました。先生はお気づきでしたで
しょうか。懐かしく大切な思い出です。
卒業から５年が経ちました。社内では「申し訳ありませんです。」「テニス
をやられているんですか。」など、ちょっと気になる日本語が飛び交ってい
ます。『言葉のサロン』に参加できた際には、忙しさを理由に通り過ごして
きた言葉たちとゆっくり向き合ってみたいと思います。いつか訪れるその日
まで、先生お元気でお過ごしください。
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佐竹先生との思い出
金　田　梨　加
佐竹先生とお会いしたのは₂₀₁₃年の大学２年生の時でした。「文章表現法」
という、文字通り文章を書く際に必要な手順や知識を身につける講義です。
文学部でありながら、レポートなどの文章を書くことが苦手だった私にとっ
てこの講義は願っても無いものでした。日本語日本文学科には珍しいグルー
プワークがあり、ブレインストーミングやKJ 法といった手段を活用しなが
らの講義は毎回が新鮮で興味深いものでした。
その講義での姿勢が認められ、同年から言語文化研究所で雑務補助をさせ
ていただくことになりました。内容としてはアンケートの集計や LCりぽー
との発送、セミナーの補助です。元より「ことば」に興味があり、開催され
るセミナーは補助という立場にこそありましたが勉強になる事柄が多くあり
ました。特に誤った言葉遣いに関しては、「鳥肌が立つ」を本来と違った意
味で使用しているということをこの歳にして初めて知り、改めてことばのお
もしろさを実感しました。
佐竹先生は講義の時も言語文化研究所にいらっしゃる時も変わらず温和な
方で、「おはよう」や「最近どう？」とよく声をかけてくださり、言語文化
研究所での居心地も良い中作業をさせていただいていました。また、講義を
受けている学生全員の名前はもちろん、好きなものまで覚えていらっしゃる
ということに驚かされました。ただ講義をするだけでなく、学生ひとりひと
りをきちんと見てくださっているのだな、と感じました。また、よくOGの
方が言語文化研究所に遊びにいらしていて、慕われているのだと感じる場面
も多々ありました。そんな佐竹先生のセミナーや講義を聞けなくなるのは非
常に残念ですが、学んだことをこれからの勉強に生かしていきたいと思って
います。２年間という短い間ながらお世話になりました。ありがとうござい
ました。
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ことばで戦うということ
岸　本　千　秋
ことばに対しても、生き方・考え方に対しても、柔軟でありながら絶対に
ブレない佐竹先生には、思い出に残るたくさんの「ことば」をいただきまし
た。その中で、「うれしいことば」トップ３を記します。先生は覚えていらっ
しゃるでしょうか。
研究所が発行している「LCりぽーと」は、佐竹先生のご発案によって始まっ
た刊行物です。さまざまな切り口から日常のことばを取り上げ、調査・研究
し、社会に向けてリポートすることを目的としています。その中身は、本格
的でありながら、決して堅苦しくなく、一般の方にも楽しんで手にとっても
らえるような読み物です。たびたび新聞などのメディアから取材を受けた、
ゲンブンケンの“売れっ子”にして“稼ぎ頭”です。また、国語学会（現：
日本語学会）の機関誌『国語学』（現：『日本語の研究』）の展望号（石井久
雄（₂₀₀₄）「数理的研究」『国語学』第₅₅巻３号 , 通巻₂₁₈号）に、「大学の授
業で紹介するにはたりる」と取り上げられたこともある“デキの良い子”で
もあります。
その第１号「女から見た女のことわざ」を、ざっくりとまとめて先生に
チェックしていただいたときに、「なかなかうまくできています」とおっ
しゃってくださいました（いや、もしかしたら、「まぁまぁマシですね」を
勝手に脳内変換したかも）。それ以降、毎年のテーマと、その方向性とを先
生と話し合った後は、原稿の作成については基本的に任せてくださるように
なりました。第１号はテストだったのかなと、今になって思います。
「LCりぽーと」は、先生に全体をチェックしていただき、最終的なOK
をいただいて、やっと日の目を見ることができます。ですから、途中、分析
の視点がズレている時などには、再度データを眺めて書き直したり、あるい
は、どうしても「何が言えるか」が取り出せないときには先生に泣きついた
りもします。バックに佐竹先生がついてくださっているという安心感がある
からこそ、自由に大胆に切り口を見つけられるのです。
データを集め、分析し、文章にまとめていくことに少し慣れてきた２年目、
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Ⅰ　佐竹先生に贈る
ちょっとした問題が起きました。第４号「おとなとしてのことばづかい」を
発行したときのことです。学内のある部署から、私を指名してクレームの電
話がきたのです。いわく、４号で使用しているある語が、大学としてふさわ
しくないということでした。これに対して先生は、国語辞典に記述されてい
るその語の語釈を根拠にして、「使用することに何ら問題はない」ということ、
さらに、「責任は岸本ではなく佐竹にある。今後は佐竹あてに連絡を」とい
う内容を、文書で相手方に回答してくださいました。しかも、決して相手の
メンツをつぶさずスマートに、しかし、反論を許す一分の隙もなく。「日本
語に対しては日本語で」。「責任は私が取ります」。こんなにカッコいい戦い
方があるでしょうか。売られたケンカはこんな風に買おう！と私は心に決め
ました。その後、回答文書のコピーをいただき、それを近しい人たちに披露
し、佐竹先生の「神対応」を、（なぜか私が）自慢していたことをここで告
白します。ちなみに、カッコいいケンカができるような機会は、ザンネンな
がらまだ私には訪れていません。
一年に２回の発行を続けている「LCりぽーと」ですが、平成₁₂年（₂₀₀₀年）
だけは未発行に終わっています。この年は、私がいったん退職をした年です。
佐竹先生、この未発行のこと、不謹慎ながらちょっとうれしく思っても許し
ていただけるでしょうか。
研究所では、年に一度「言語文化セミナー」を開催しています。実は、こ
のセミナー自体を発足させるかどうかについては、当初、佐竹先生を除いて、
研究内では後ろ向きの姿勢が多数でした。それについて、当時の所長であっ
た清水彰先生に「やってみてはどうでしょうか」と私がつい言ってしまった
ことを、佐竹先生にご相談したところ、「岸本さんに勇気をもらいました」
と言ってくださったのです。それによって、具体的な計画が動き始めたのを
覚えています。言語文化セミナーがスタートしたのは、佐竹先生が私の相談
を真剣に受け止め、それを生かせるようにうまく拾ってくださったからです。
今年度以降も研究員として研究所に在籍してくださることに、だれよりも
私がホッとしています。これからもどうぞよろしくお願いいたします。
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言語文化研究所創設25年と私
佐　竹　秀　雄
言語文化研究所の年報を、私の退職記念号として出すとの計画を聞いたと
き、お門違いのことを言われた気がした。そのころ、私は「次の年報はどう
なるのだろう。私は辞めたのだから関係ないのか。最終年度の報告として書
くべきか」などと、秘かに真剣に悩んでいた。まさか退職記念号などという
発想があるとは夢想だにしていなかった。「青天の霹靂」という語はこうい
うときに使うものなのかと初めて実感した。
個人の記念号を出していただくほどの業績も功績もないのでお断りしよう
とした。しかし、2014年度は言語文化研究所創立25周年という節目でもあり、
本研究所の記録という意味で、何か残しておくのも悪くはないと思い直した。
大学内で、本研究所のことを気にとめる人はほとんどだれもいなかった。せっ
かく設立された研究所のために、その存在意義と果たした役割を、記録に残
しておいてやりたいとも考えた。
本研究所の25年の歴史を語るには、創立時から25年間在籍した私自身のこ
とを述べることと重ならざるを得ない。そうしたことも踏まえて、退職記念
号のお話を素直にありがたくお受けすることにした。ただし、メインは、研
究所の25周年記念なので、原稿を依頼するにあたっても、私個人とのかかわ
りよりも、研究所との関係がより深かった方に書いていただくように、編集
委員会にお願いした。私個人の記念号なら、原稿をお願いすることになった
はずの方の中には、なぜ自分が頼まれなかったのかとお怒りの方もいらっ
しゃるかもしれない。しかし、こうした事情から、どうぞお許しいただきた
い。
また、最後の５年間は日文学科でゼミを持ち、学生たちとのさまざまな思
い出もできたし、教員として学習もした。個人的には述べたい思いもあるが、
本研究所と直接かかわらないので割愛する。以下、私個人のことを述べるこ
とを通して本研究所を語るという形式で、言語文化研究所の25年を振り返り
たい。
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◆研究所創設時
私は、武庫川女子大学に赴任するまでは国立国語研究所に勤務していた。
言語計量研究部という部署に所属し、現代語の文字・表記を扱う研究室で、
語表記の実態などを調査・分析する仕事をしていた。当時、個人的な事情か
ら、親戚縁者のいる阪神間に戻ることを希望していた。
そうした中、私の恩師である樺島忠夫先生から、先生が武庫川女子大学に
新しく作られる研究所の所長になる話があると聞き、私も研究員に雇っても
らいたいと樺島先生に冗談半分に話していた。ところが、先生ご自身が武庫
川に行くことを、なんらかの事情からやめられた。そこで、私の話も当然な
くなったと認識していた。しかし、運命とは不思議なもので、最終的には、
私が樺島先生の代役というのはおこがましいけれど、身代わりになる話に変
わっていった。
その結果、1989年４月、私は武庫川女子大学言語文化研究所の研究員になっ
た。所長は、学院長でもあった日下晃先生、研究員は研究所設立を主導され
た清水彰先生以下、私を含めて５名、助手が１名という体制であった。もっ
とも、書類上ではその半年前の10月に、言語文化研究所は創立されていたが、
半年間は実質的には開店休業状態であった。
本研究所の置かれた場所は、今のマルチメディア館が建てられているとこ
ろに、かつては体育館仕様のような建物があり、その２階の一角の２部屋で
あった。一説によるとあるスポーツ関係のクラブの部室だったという。かな
り奥まった位置にあり、そこに研究所があることなど、知っている人はいな
かった。
私は、本研究所の研究員と、文学部国語国文学科（現在の日本語日本文学
科）の教員との兼任であった。しかし、研究所を中心に活動することを特別
に許されていたらしく、授業のコマ数、クラス担任などの点で他の教員と比
較にならないほど優遇された。おかげで、学生の人たちに振り回される機会
はあまりなかった。他方、国語国文学科の先生方からは怨嗟の眼で見られ続
けることになった。
研究所の設立は、国語国文学科での博士課程設置と関連していたらしく、
関西近辺に存在しないような性格の研究所を目指していたと聞いている。そ
の実現のために、当初、主な研究テーマとして次の２項目が設定された。
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Ⅱ　佐竹秀雄教授の経歴と業績
　⑴　情報の生産・処理に関する言語の研究
　⑵　言語文化の国際的交流に関する研究
このうち、⑴は、文章や談話における情報処理のあり方を研究するもので
あった。その視野の先には、言語情報処理の専門家の育成が考えられていた。
⑵は日本語教育の分野であり、その専門技術者を育成したいという思いが
あったと聞く。
◆研究機関としての挫折
研究所が発足して、私にとって最も大きな驚きだったのは、研究員の人た
ちが集まって研究についてのディスカッションをすることがなかったことで
あった。国立国語研究所では、原則、毎週１回研究に関する会議があった。
研究計画、中間発表、結果報告、理論の検討、内容はさまざまであったが、
何らかの会議が行われた。私にはそれが日常であった。しかし、ここではそ
れがなかった。「忙しい」、「他の会合と重なっている」という理由で、研究
員の集まることが成立しなかった。研究会議の計画を立てても、当日、いと
も簡単に計画は流れた。
私は理解した、先生方が研究のできる環境にないことを。否、研究スタイ
ルが違うのだ。大学の先生方にとって、大学は教育と学科運営の場であり、
研究は休日に自宅でするものらしかった。一方、私にとっては、研究室も自
宅も研究の場であり、教室が教育の場であった。だから授業がなくても喜ん
で、研究所に来ていた。しかし、研究員の先生と雑談をする機会さえなかっ
た。
さらに、研究員の中から大学を去る人が次々と現れ、人員が補充されるこ
ともなかった。この状態では、研究所の当初の研究テーマなど、とても実現
できそうになかった。
◆本研究所の生き残り作戦
このような研究所では、大学にとって不要だと言われるのは目に見えてい
た。学内のだれからも重視されない言語文化研究所ではあったが、私にとっ
てはいとしい存在であった。私にはつぶされたくないという思いが強かった。
そこで考えたのが、言語文化研究所の存在を世間に知らしめ、それによっ
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て、大学当局にも本研究所の存在価値を認識してもらおうという戦略だった。
そのために、自分の専門領域である現代日本語において、一般の人々が関
心を持つと思われるテーマについて、調査研究結果を発信するという作戦に
出た。
例えば、若者が好んで使う文章スタイルは、話しことばが書きことばに入
り交じるものであった。1970年代から、書きことばでありながら「先生、先
日はとってもお世話になっちゃったのに、ちゃんとお礼もいわないでゴメン
なさいっ ! !」というような文章を書く若者が増えだした。この文体に対して、
私は1980年に「新言文一致体」と名づけた。その問題を、新たにデータを集
めて論文として言語文化研究所年報に書いた。すると、読売、神戸、朝日、
毎日、日経の各新聞社が取り上げてくれた。
また、学生のことわざ意識を調査して、その結果を LC リポートで報告し
た。女性蔑視の多いことわざに対して、現代の女子大生はどのような意識を
もっているかを報告した。すると、毎日、産経、日経、読売新聞が取り上げ
てくれた。
そのほか、若者ことば、漢字、男女・夫婦間の呼び方、敬語、方言から、「食」
「ファッション」「ペット」などにかかわることばまで、暮らしに潜む言語現
象を取り上げた。それらの中にはテレビまでも紹介してくれるものもあった。
こうしたマスメディアの報道のおかげで、武庫川女子大学言語文化研究所
の存在はかなり知られることになったと思う。大学当局からもお取りつぶし
の話は出なかった。もっとも、正確には、大学を運営される方々の念頭に、
もともと本研究所の存在がなかったからかもしれない。毎年の予算のヒヤリ
ングで、詳しい説明を求められることもなかったし、ヒヤリングそのものが、
学院長や学長の不在で終わることがたびたびあった事実を思い合わせると。
そして、私は、もう一つ別の方面からも研究所の知名度アップを画策した。
私は、国語辞書の編集、国語教科書の編集にかかわっていたが、それ以外
に、日本広報協会の広報アドバイザー、日本商工会議所の日本語文書処理
（ワープロ）検定の検定部会長などもしていた。このうち、後者の二つの仕
事の関係から、日本の各地に出向いて日本語の文章指導をする機会に恵まれ
た。
例えば、県や市町村の自治体の広報担当者が集まって、研修会が開かれた
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りする。そこに、私が出かけて、広報文章の作り方、よりよい表現・表記に
ついて講義、講演、指導をする。その際、自己紹介では、単に武庫川女子大
学教員と名乗るのではなく、言語文化研究所まで名乗り、どのような研究機
関であるかを宣伝した。このようにして出かけた地域は１都２府36県に及び、
少なくとも150回ぐらいになると思われる。この活動も本研究所の知名度を
上げられたと思う。
◆本研究所の特色
こうした生き残り作戦は、知名度では有効であったが、研究レベルでは当
然大した成果にはならない。そこで、研究体制の立て直しを図ろうとした。
実質的な研究員がいないので、本来は事務助手であった岸本千秋さんに、研
究員の仕事をお願いした。岸本さんは、２代目助手、前川由美さんの後を受
け、1992年から助手となっていた。岸本さんには面倒なことをすべて押し付
けたが、文句も言わずいつも着実にこなしてくれた。この場を借りて、厚く
お礼申し上げる。また、アルバイトの学生たちにも仕事を助けてもらった。
深く感謝している。
研究テーマも当初の、情報処理と日本語教育の２本柱から、「現代日本語
における言語現象を社会言語学的な視点で計量的に分析すること」に絞るこ
とにした。というより、実はこれしか方法はなかったのである。
しかしながら、研究機関の運営として25年間を振り返った場合、本研究所
の力が弱かったのも事実である。そして、その責任は、改めて述べるまでも
ないが、すべて私にある。
日本社会では、予算をとってきて使う人間がエラいという風潮がある。研
究運営の点でも、予算を獲得して事業を展開することが立派なこととされる。
しかし、私にはその芸当ができなかった。大学に多額の予算要求をすること
はなかった。
例えば、多人数の研究者で共同研究をするならば、それなりの金額も必要
となろう。しかし、本研究所では、名前だけ所属している研究員が多く、共
同研究はできなかった。一度、科学研究費による共同研究をしたことがあっ
たが、それも必ずしも順調には進まなかった。また、文科系の学問、特に言
語研究では、お金をかけたからといって立派な研究ができるものではない。
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というより、個人的なレベルの研究では、大金は必要ないのである。
予算のないところに魅力を感じないのか、声をかけても研究員になってく
れる先生も現れなかった。そこで、いる人間だけで、できることをやるしか
ないと考えた。お金はないけれど、アイデアなら出せる。それが、本研究所
の、私の唯一の武器であった。
一つに、LC リポートというものを発行することにした。論文は一般の人
には重いイメージが強い。もっと軽く、研究のエッセンスだけを理解しても
らえるものを作ろうとした。それが、B5 版４ページからなるリーフレットで、
本研究所の研究成果のポイントを視覚的にわかるようにしたものである。
つまり、その年ごとに研究テーマを設定し、調査をする。例えば、和食と
洋食のネーミングがその年のテーマだとする。それに関する調査をし、その
ポイントを小レポートにまとめる。それが LC リポートである。そして、そ
れを詳しく論文にしたものを年報に掲載する。言わば「一粒で二度おいし
い」というテクニックである。
また、本研究所設立直後から、毎年、著名な研究者を招いて講演をしても
らう「言語文化セミナー」を開催していた。何年か経つと、ある程度常連の
参加者が見込めるようになった。そこで、その人たちを中心とする会員制度
を作った。いわば本研究所のファンクラブで、それが LC 倶楽部である。会
員には、研究所の刊行物と催しの案内をお送りすることにした。また、時に
は、ことばに関するアンケートや情報収集に協力してもらい、その結果を研
究発表に利用させてもらった。
その LC 倶楽部の会員の中には、言語文化セミナーの講演は、講演者が話
すばかりで自分たちが話せないという不満が生まれてきた。そこで、会員の
人たちが思いっきりおしゃべりできる会合を開くことにした。それが「こと
ばのサロン」である。私が狂言回しで、特に結論がないことばの問題を、参
加者のみなさんで語ってもらうという会である。これは、ずいぶん好評を得
ることができた。と同時に、言語意識の高い会員が誕生したと思われる。
◆本研究所における私の研究活動
結局、私自身の25年間を総括すれば、何の研究成果も挙げなかったことに
なる。言語文化研究所年報を見れば、そこには、文体研究、語彙研究、文章
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作成法、文章論に関する論文や報告が並んでいる。なんでもありのようだが、
それは逆から見れば、一つのことを追究していないことを表している。要す
るに、25年前に研究者を捨て、ことばのナンデモ屋として生きたために、後
世に残すほどの仕事は、残念ながら何一つないのである。
研究者、佐竹秀雄の功績めいたものがあるとすれば、一つは、「新言文一
致体」の言語現象にいち早く気づいて指摘したことであり、二つには、横書
きの国語辞書の語釈スタイルに独自のものを編み出したことであろうか。
そして、三つめに期待していることがある。かつて考えた「語表記のゆれ」
の概念が、冤罪を救うのにひょっとしたら役立つかもしれない状況にある。
約３年前、ある弁護団から、脅迫状における表記の比較分析の鑑定を頼まれ
た。語表記のゆれの視点で分析してみると、真犯人が別にいるような結果が
得られた。まだ、再審請求中のようであるが、もし、冤罪証明に語表記のゆ
れが役立てば、私の研究の中で最も輝かしいものになるだろう。
とは言うものの、これら三つはすべて国立国語研究所での仕事である。残
念ながら、本研究所での業績は皆無なのである。
これではあまりにも寂しい。最後に、表だった業績には見えないけれど、
将来、認められそうなことを述べておこう。
ここ数年、東洋大学の三宅和子先生と協力して、スカイプを利用した研究
会を行ってきた。「ひと・ことばフォーラム」という名称の会である。年に
数回、東洋大学と本研究所とを結んで、モニター画面越しに研究会を開いて
きた。その場で、近年、若い研究者たちが熱心に参加して発表をしている。
そこでの私の役割は、発表を聞いて、自分の経験に照らして感想まがいの
意見を言うことである。立派なことは述べられないのだが、それでもそれな
りに役立っているように思える。もちろん、私の力だけでないのは言うまで
もないが、この研究会から一人前の研究者が育つ可能性がある。いや、間違
いなく育つ。よって、今はまだ、認められていないが、将来の日本語研究、
言語研究の世界に、私は大きな貢献をすることになる、なるはずである、な
ることを祈っている。
私の退職をきっかけに、本研究所の歴史は消滅の危機に陥りました。その
危機を、当時法人室長で人事課長でもあった篠原賢三さんと私の後の所長を
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お引き受けくださった玉井暲先生とが救ってくださいました。深く感謝申し
上げます。その他、お名前は挙げませんが、事務部門で何人かの方が最後ま
で温かく接してくださいました。また、学外では、柳田征司先生がいつも励
ましてくださいましたし、その他、私の個人的なお願いでセミナーに講師と
して来てくださった方々や、LC 倶楽部会員の方々にお世話になりました。
25年間、私が言語文化研究所と一体となって過ごせたのは、こうした方々の
おかげです。心からお礼申し上げます。
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経歴と業績
【経　　歴】
1947（昭和22）年12月16日、大阪府生まれ。
《学　歴》
1972年３月　京都府立大学文家政学部文学科 卒業
1974年３月　大阪大学大学院文学研究科修士課程（国語学専攻）修了
1975年３月　大阪大学大学院文学研究科博士課程（国語学専攻）中途退学
《職　歴》
1975年４月　国立国語研究所 言語計量研究部 研究員
1984年７月　　　　　　　　　　 同　研究部 主任研究官
1988年９月　　　　　　　　　　 同　研究部 室長
1989年４月　武庫川女子大学 文学部　助教授（研究所 研究員）
1994年４月　　　　　　　　　　 同　教授
1996年４月　　　　　　　　 言語文化研究所 所長
2014年３月　武庫川女子大学 定年退職
《その他》
日本広報協会・広報アドバイザー、日本話しことば協会・理事、日本漢字
能力検定協会・特任研究員、日本語文書処理検定・検定部会長、大阪書籍・
教科書編集委員、京都書房・教科書編集委員なども歴任。
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【業 績 一 覧】
１　著　書
新文章工学 共著 1978年10月 三省堂
文章作法事典 共著 1979年３月 東京堂
図説日本語 共著 1982年２月 角川書店
文字・表記と語構成 共著 1987年12月 朝倉日本語講座１
 （朝倉書店）
言語生活の目 単著 1989年７月 筑摩書房
福武国語辞典 共著 1989年９月 福武書店
デイリーコンサイス国語辞典 共著 1991年３月 三省堂
デイリーコンサイス国語辞典 第２版
 共著 1995年４月 三省堂
デイリーコンサイス漢字辞典 共著 1995年７月 三省堂
デイリーコンサイス国語辞典 第３版
 共著 2000年９月 三省堂
デイリーコンサイス国語辞典 第４版
 共著 2004年７月 三省堂
敬語の教科書 共著 2005年３月 ベレ出版
ことばの表記の教科書 共著 2005年４月 ベレ出版
文章を書く技術 単著 2006年２月 ベレ出版
デイリーコンサイス国語辞典 第５版
 共著 2009年５月 三省堂
２　論　文
構文解析の一つの試み 単著 1972年９月 計量国語学　62号
ひらがなの字形に順序を与える 共著 1973年９月 計量国語学　66号
鏡文字 共著 1974年９月 計量国語学　70号
小説にあらわれた人名 単著 1976年11月 言語生活　302号
表記のゆれを測る 単著 1977年２月 国立国語研究所報
告59『電子計算機による国語研究Ⅷ』
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『表記の「ゆれ」の尺度』について 単著 1977年３月 計量国語学　80号
数理的研究 単著 1978年６月 国語学　113集
今、コピー時代の中で 単著 1979年10月 言語生活　334号
表記行動のモデルと表記意識 単著 1980年３月  国立国語研究所報
 告67『電子計算機による国語研究Ⅹ』
若者雑誌のことば－新・言文一致体－
 単著 1980年７月 言語生活　343号
日本語の表記の表現性 単著 1980年８月 
 国文学 解釈と鑑賞　45－８
和語・名づけ・流行歌 単著 1981年11月 言語生活　359号
各種文章の字種比率 単著 1982年３月 
 国立国語研究所報告71『研究報告集３』
現代の専門用語 単著 1982年11月 
 『講座日本語の語彙７』明治書院
若い世代の文章 単著 1982年11月 
 大阪大学国文学研究室編「語文」40
現代表記のゆれ 共著 1983年３月 
 国立国語研究所報告75
文字の性質と使い方 単著 1984年２月 
 『講座日本語の表現２ 日本語の働き』
 筑摩書房
文字・表記（理論・現代） 単著 1984年６月 国語学　137集
文科系のためのワープロ利用技術 単著 1984年７月 日本語学　３－７
日本語情報処理における最適化表記
 共著 1986年３月 
 情報化社会における言語の標準化
 （科学研究費補助金成果報告書）
外来語表記法の問題点 単著 1986年11月 
 『論集日本語研究①現代編』明治書院
漢字・平仮名・片仮名の比率 単著 1987年３月 
 『計量国語学と日本語処理』秋山書店
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表記行動と規則、仮名の役割 単著 1988年５月 
 『日本語百科大事典』大修館書店
ワープロ文章術入門 単著 1988年11月 日本語学　７－12
若者の文章とカタカナ効果 単著 1989年１月 日本語学　８－１
Statistical method to analyze the written form variation of Japanese words
 単著 1989年３月 
 Japanese Quantitative Linguistics
 （Quantitative Linguistics　vol.39）
現代日本語 文字・表記 単著 1989年９月 
 『言語学大辞典 第２巻』三省堂
表記 単著 1989年９月 
  宮地裕編『講座 日本語と日本語教育
１』明治書院
パロディにみる文体－文体の計量的分析をめざして－
 単著 1990年３月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報１
表記行動と漢字 単著 1990年９月 日本語学　11－11
ジュニア小説とファンレター 単著 1991年３月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報２
新言文一致体の計量的分析 単著 1992年３月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報３
俳句における振り仮名の用法と意義
 単著 1993年２月 俳句研究　60－２
昭和軽薄体と新言文一致体 単著 1993年３月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報４
「書きことば」の空間学 単著 1993年８月 言語　22－８
経済性からみた漢字 単著 1993年12月 言語　22－12
悪文のパタンと出現メカニズム 共著 1994年３月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報５
日本語研究と情報教育 単著 1994年３月 
 武庫川女子大学情報教育センター年報93
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新聞のあて字－スポーツ紙の場合－
 単著 1994年４月 日本語学　13－４
文字・表記 単著 1994年５月 日本語学　13－６
現代俳句と言語研究 単著 1995年１月 日本語学　14－１
新たな文体を模索する 単著 1995年１月 言語　24－１
女子大生と若者ことば 単著 1995年３月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報６
若者ことばとレトリック 単著 1995年11月 日本語学　14－12
日本語学の対象と方法－文字・表記－
 単著 1996年７月 日本語学　15－８
女らしさのイメージ 単著 1996年６月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報７
テレビ・マスコミ時代の日本語 単著 1996年９月 
 国文学 解釈と鑑賞　41－11
若者ことばと文法 単著 1997年４月 日本語学　16－４
混ぜ書きの条件－小学校国語科教科書をデータとして－
 単著 1997年５月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報８
最も同音異義語が多い言語 単著 1998年５月 言語　27－５
新聞社会面記事の語彙と漢字－1997年の新聞３紙を資料として－
 単著 1998年６月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報９
文字・表記の調査 単著 1998年９月 日本語学　17－10
情報化社会と表記 単著 1998年９月 日本語学　17－11
「ひとごと」「みたいな」「私って」？－若者ことばの用法に見る言語意識－
 単著 1998年９月 ファッション環境
新聞第一面記事の語彙－1997年の新聞３紙を資料として－
 共著 1999年７月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報10
パソコンで展開する文章のテクノロジー
 単著 2000年２月 
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 国文学 解釈と教材の研究　45－３
使いやすさをめぐる闘い－国語辞書篇
 単著 2000年５月 言語　29－５
新聞「家庭面」における漢字 単著 2000年５月 
 『国語文字史の研究　五』和泉書院
新聞における生活・家庭面の基本語彙－1997年の新聞３紙を資料として－
 単著 2000年７月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報11
文字表記 単著 2000年11月 別冊国文学　53
研究対象の量とサンプリング 単著 2001年４月 日本語学　20－５
女性冠詞の根本問題は解決していない
 単著 2001年12月 
  遠藤織枝編『女とことば－女は変わっ
たか 日本語は変わったか』明治書院
新聞の生活家庭面における外来語 単著 2002年１月 日本語学と言語学
符号の問題 単著 2002年５月 
  飛田良文・佐藤武義編『現代日本語講
座６　文字・表記』明治書院
新聞投書欄の片仮名表記－1999年の新聞３紙を資料として－
 単著 2002年12月
 武庫川女子大学言語文化研究所年報13
変容する「書く暮らし」 単著 2002年12月 日本語学　21－15
ドラマと流行語 単著 2003年２月 日本語学　22－２
文字・表記（理論・現代） 単著 2004年７月 国語学　55－３
日本語はどの程度「文字の言語」であるか
 単著 2004年８月 言語　33－８
若者ことばとその時代 単著 2005年３月 
 中村明ほか編『表現と文体』明治書院
現代日本語の文字と書記法 単著 2005年４月 
  林史典編『朝倉日本語講座２文字・書
記』朝倉書店
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メール文体とそれを支えるもの 単著 2005年５月
  橋元良明編『講座社会言語科学２ メ
ディア』ひつじ書房
漢字と表記 単著 2006年６月
  前田富祺・野村雅昭編『朝倉漢字講座　
２　漢字のはたらき』朝倉書店
上方落語におけることわざの働き 単著 2006年９月 
 武庫川女子大学大学院文学研究科
 日本語日本文学専攻　創刊号
暮らしの中の外来語－新聞紙面別比較を通して－
 単著 2008年２月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報18
新聞投書欄の語彙調査 単著 2008年12月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報19
新聞における投書の文章スタイルの計量的分析
 単著 2009年３月 
 三宅和子・佐竹秀雄・竹野谷みゆき編
 『メディアとことば』４巻　ひつじ書房
新聞投書欄の新聞社別語彙比較 単著 2009年10月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報20
日本語学とことわざ研究 単著 2009年12月 
 国文学　解釈と鑑賞　74－12
国語辞典と語彙 単著 2011年12月 
  斎藤倫明・石井正彦編『これからの語
彙論』ひつじ書房
課題図書にみる教育漢字 単著 2011年12月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報22
日本語の攻防「文字・表記」文字体系
 単著 2012年10月 日本語学 31－12
愛犬家と愛猫家の表現法－投稿文における語彙と表現－
 単著 2012年12月 
D06464_佐竹秀雄.indd   54 2015/06/30   14:52:46
－55－
Ⅱ　佐竹秀雄教授の経歴と業績
 武庫川女子大学言語文化研究所年報23
젊은이들 말의 특징과 그 배경 単著 2013年６月 
  韓美卿編『日本語学・日本語教育 ４　
경어』Ｊ＆Ｃ
文章指導の意義と提案 単著 2014年１月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報24
３　書　評（学会誌）
アンソニー・ケイ著『文章の計量－文学研究のための計量文体学入門』・
中野洋著『パソコンによる日本語研究法入門－語彙と文字』
 単著 1997年９月 
 計量国語学　21－２
伊藤雅光著『計量言語学入門』 単著 2003年６月 国語学　54－３
笹原宏之・横山詔一・エリク = ロング著『現代日本の異体字－漢字環境
学序説』 単著 2005年４月 
 日本語の研究１－２
４　口頭発表
自動構文解析の一方法 単 1973年９月 
 計量国語学会第17回大会
表記のゆれを測る 単 1976年３月 
 昭和50年度国立国語研究所研究発表会
表記行動のモデル化 単 1977年５月 
 昭和52年度国語学会春季大会
表記意識の分析 単 1978年９月 
 計量国語学会第23回大会
雑誌に使われた漢字と仮名 単 1982年３月 
 昭和56年度国立国語研究所研究発表会
表記行動と機械処理 単 1983年９月 
 特定研究「言語の標準化」シンポジウム
新・言文一致体のその後 単 1991年１月 大阪大学国文学会
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 平成２年度研究発表会
上方落語に見ることわざ 単 1998年９月 ことわざ研究会
 第10回ことわざフォーラム
ことわざにおけるユーモアの正体 単 2004年10月 ことわざ研究会
 第16回ことわざフォーラム
ことわざ学の可能性 単 2007年９月 ことわざ学会
 第19回ことわざフォーラム
新聞における投書表現の分析 単 2008年６月 
 第21回メディアとことば研究会
ことわざ研究と日本語学 単 2012年11月 ことわざ学会
 ことわざフォーラム2012
５　その他
◆著書（学習参考書・エッセーほか）
校正実務講座テキスト上巻 共著 1982年３月 実務教育研究所
基礎からの国語表現の実践 共著 1982年１月 京都書房
表覧演習　常用漢字の基礎 共著 1985年１月 京都書房
表覧演習　常用漢字の完成 共著 1985年１月 京都書房
日本語チェック2000辞典 共著 1992年11月 京都書房
級別漢字ノート 共著 1992年12月 京都書房
国語基礎知識 共著 1996年１月 京都書房
現代文単語 共著 1998年１月 京都書房
サタケさんの日本語教室 単著 2000年３月 角川書店
 （2008年に『日本語教室Ｑ＆Ａ』に改題）
なるほどなっとく日本語塾 単著 2008年12月 PHP
◆教科書編集
　小学国語（平成４年版） 共編 1991年１月 大阪書籍
　小学国語（平成８年版） 共編 1995年１月 大阪書籍
　小学国語（平成12年版） 共編 1999年１月 大阪書籍
　小学国語（平成14年版） 共編 2001年１月 大阪書籍
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　国語表現Ⅰ 共編 2002年４月 京都書房
　国語表現Ⅱ 共編 2002年４月 京都書房
　改訂版 国語表現Ⅰ 共編 2006年４月 京都書房
　改訂版 国語表現Ⅱ 共編 2006年４月 京都書房
◆報告
　「女らしさ」の意味・用法・イメージの記述的研究
 共著 1997年３月 
 科学研究費補助金研究成果報告書
　新聞記事に基づく生活基本語彙の選定
 単著 2000年３月 
 科学研究費補助金研究成果報告書
　新聞投書欄の語彙－1999年の新聞３紙を資料として－
 単著 2003年12月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報14
　日常語化した専門語（新語）の語彙的構造の研究
 単著 2004年３月 
 科学研究費補助金研究成果報告書
委託研究「インターネｯトを利用した日本語文章作成力トレーニングコ
ンテンツの開発」の概要報告（上） 単著 2005年12月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報16
委託研究「インターネｯトを利用した日本語文章作成力トレーニングコ
ンテンツの開発」の概要報告（下） 単著 2006年12月 
 武庫川女子大学言語文化研究所年報17
◆連載エッセー（新聞・雑誌）
　コラム「せいかつエッセー」 神戸新聞朝刊 
 1992年１月～６月（全６回）
　コラム「潮音風音」 読売新聞夕刊（大阪本社版）
 1993年１月～６月（全25回）
　コラム「随想」 神戸新聞夕刊 
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 1995年９月～1996年４月（全15回）
　ことばのこばこ 読売新聞夕刊（大阪本社版）
 1996年３月～2008年３月（全364回）
　ことばの風景 聖教新聞 
 2001年２月～2003年２月（全100回）
　コラム「風の響き」 毎日新聞夕刊（大阪本社版）
 2002年４月～８月（全６回）
　若者言葉 東京新聞朝刊 
 2007年11月～2008年１月（全10回）
　新世紀日本語考 『石垣』日本商工会議所
 2001年４月～10月（全７回）
　文日本語マスター道場 『看護学生』 
 2007年４月～2008年３月（全12回）
　文章を書くコツ、教えます。 『Clinical Study』メヂカルフレンド社
 2009年４月～2010年３月（全12回）
　実習記録のための類義表現辞典 『Clinical Study』メヂカルフレンド社
 2010年４月～2010年２月（全11回）
　サタケさんのことばサロン 『販売士』日本販売士協会
 2010年６月～2015年３月（全20回）
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見出し・媒体（日付）、佐竹教授のご研究との関連　について記す。
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１．ジュニア小説は新言文一致体
読売新聞　₁₉₉₁年（平成３年）５月₁₁日（土）
関連：「ジュニア小説とファンレター」
　　　『言語文化研究所年報』第２号
２．私学地帯　日本語に縦横のメス
神戸新聞　₁₉₉₂年（平成４年）４月₂₃日（木）
関連：「新言文一致体の計量的分析」
　　　『言語文化研究所年報』第３号
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３．感性のままに　ヤング新文体
読売新聞　₁₉₉₂年（平成４年）５月₃₀日（土）
関連：「新言文一致体の計量的分析」『言語文化研究所年報』第３号
４．若者の「悪文」自治体広報紙で分析　
読売新聞　₁₉₉₄年（平成６年）２月₂₃日（水）
関連：「新言文一致体の計量的分析」『言語文化研究所年報』第３号
　　　「悪文のパタンと出現メカニズム」
　　　『言語文化研究所年報』第５号
　　　「女子大生と若者ことば」『言語文化研究所年報』第６号
５．公的文章苦手やなあ　若者の文章は話し言葉　広報紙に悪文
毎日新聞　₁₉₉₄年（平成６年）５月₂₇日（金）
関連：「悪文のパタンと出現メカニズム」
　　　『言語文化研究所年報』第５号
６．愚痴はいつの世も女の常ヨ　現代女子大生「その通り」
毎日新聞　₁₉₉₄年（平成６年）６月₂₁日（火）
関連：「LC りぽーと」vol.₁「女から見た女のことわざ」
７． 女のことわざ　今昔　「女は三界に家なし」８割が否定　「女の一年岩を
も通す」肯定は₄₇％
産経新聞　₁₉₉₄年（平成６年）６月₂₄日（金）
関連：「LC りぽーと」vol.₁「女から見た女のことわざ」
８． なんでもデータ　女とことわざ　下　「三人よれば…」わかるヮ　でも
軽視されるのはイヤ
日経新聞　₁₉₉₄年（平成６年）７月₁₂日（火）
関連：「LC りぽーと」vol.₁「女から見た女のことわざ」
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９． 女子大生言葉　使いたくないけどつい使っちゃうの　「けばい型」「ぶっ
ち型」２つに分類
産経新聞　₁₉₉₄年（平成６年）₁₀月₂₀日（木）
関連：第３回言語文化セミナー「女子大生ことば」
　　　「LC りぽーと」vol.₂
　　　　「だれに使うの？なぜ使うの？“女子大生ことば”」
₁₀．「ブッチ」「キショイ」…さて意味は？
アサヒファミリー　₁₉₉₄年（平成６年）₁₀月₂₈日（金）
関連：第３回言語文化セミナー「女子大生ことば」
　　　「LC りぽーと」vol.₂
　　　　「だれに使うの？なぜ使うの？“女子大生ことば”」
₁₁．若者語　「ケバい」「爆睡」…　日本語を考えよう
朝日新聞　₁₉₉₄年（平成６年）₁₀月₂₇日（木）
関連：第３回言語文化セミナー
　　　　「女子大生ことば」
　　　「LC りぽーと」vol.₂
　　　　「だれに使うの？なぜ使うの？
　　　　“女子大生ことば”」
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₁₂． 「けばい」「きしょい」は父に通じず　９割、仲間同士で　若い女性言葉
₁₃語調査
毎日新聞　₁₉₉₄年（平成６年）₁₀月₃₁日（月）
関連：第３回言語文化セミナー「女子大生ことば」
　　　「LC りぽーと」vol.₂
　　　　「だれに使うの？なぜ使うの？“女子大生ことば”」
₁₃．流行の「若者語」分析　
朝日新聞　₁₉₉₄年（平成６年）₁₁月１日（火）
関連：第３回言語文化セミナー「女子大生ことば」
　　　「LC りぽーと」vol.₂
　　　　「だれに使うの？なぜ使うの？“女子大生ことば”」
D06464_Ⅲ.indd   64 2015/06/08   16:58:43
－65－
Ⅲ　佐竹秀雄教授　新聞掲載記事
₁₄．女子大生言葉　「バル」「ケンタ君」は批判精神の表れ
産経新聞　₁₉₉₄年（平成６年）₁₁月５日（土）
関連：第３回言語文化セミナー「女子大生ことば」
　　　「LC りぽーと」vol.₂
　　　　「だれに使うの？なぜ使うの？“女子大生ことば”」
₁₅．造語で会話　ノリがよい
読売ファミリー　₁₉₉₄年（平成６年）₁₂月７日号
関連：第３回言語文化セミナー「女子大生ことば」
　　　「LC りぽーと」vol.₂
　　　　「だれに使うの？なぜ使うの？“女子大生ことば”」
16．若者ことば　使い分け　ぶっちする　仲間内に限定
読売新聞　₁₉₉₅年（平成７年）６月₁₈日（日）
関連：「女子大生と若者ことば」『言語文化研究所年報』第６号
　　　第３回言語文化セミナー「女子大生ことば」
　　　「LC りぽーと」vol.₂
　　　　「だれに使うの？なぜ使うの？“女子大生ことば”」
₁₇． 女子大生ことわざ“採点”　価値観押しつけ反発　「三界に家なし」やな
感じ　「秋の空」ま、いっか
読売新聞　₁₉₉₅年（平成７年）６月₁₉日（月）
関連：「LC りぽーと」vol.₁「女から見た女のことわざ」
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₁₈．女らしさ　ハート４割　見た目２割
神戸新聞　₁₉₉₅年（平成７年）₁₁月₁₁日（土）
関連：「女らしさのイメージ」『言語文化研究所年報』第７号
　　　「LC りぽーと」vol.₃「いまどきの女らしさ」
₁₉． 女子大生「漢字ダーイ好き」
「出来るだけ使いたい」₄₈％
書けるかどうか別ですが…
読売新聞　₁₉₉₆年（平成８年）₁₁月₂₄日（日）
関連： 「LC りぽーと」vol.₆「愛される漢字、
嫌われる漢字」
₂₀．INTERVIEW インタビュー
若者が言葉を作っていると実感
産経リビング阪神
₁₉₉₇年（平成９年）₁₁月８日（土）
関連：「LC りぽーと」vol.₇
　　　「けいごのご」
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₂₁．おもしろ研究室〈３〉　“若者言葉　発言する”国語学めざす
毎日新聞　₁₉₉₇年（平成９年）₁₁月₁₅日（土）
関連：「女子大生と若者ことば」『言語文化研究所年報』第６号
　　　第３回言語文化セミナー「女子大生ことば」
　　　「LC りぽーと」vol.₂
　　　　「だれに使うの？なぜ使うの？“女子大生ことば”」
　　　「LC りぽーと」vol.₇「けいごのご」
₂₂．昨年１年間の社会面は…　油　少　殺
神戸新聞　₁₉₉₈年（平成₁₀年）３月２日（月）
関連：「新聞社会面記事の語彙と漢字」
　　　『言語文化研究所年報』第９号
　　　「LC りぽーと」vol.₈「₁₉₉₇年の漢字」
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₂₃．女子大生に古風な一面　「対等」過半数ですが…　男女呼び方調査
神戸新聞　₁₉₉₈年（平成₁₀年）₁₁月６日（金）
関連：第７回言語文化セミナー「ことば、女と男のあいだ」
　　　「LC りぽーと」vol.₉「ことば　女と男のあいだ」
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Ⅲ　佐竹秀雄教授　新聞掲載記事
₂₄．パートナー「呼び捨て」１位　ドラマなど影響か
産経新聞　₁₉₉₈年（平成₁₀年）₁₁月₁₀日（火）
関連：第７回言語文化セミナー「ことば、女と男のあいだ」
　　　「LC りぽーと」vol.₉「ことば　女と男のあいだ」
₂₅． 結婚後も夫呼び捨て　私のこともそうしてね　「対等型」半数　「夫上
位」も₃₇％　根強い「家」の概念
読売新聞　₁₉₉₈年（平成₁₀年）₁₁月₁₉日（木）
関連：第７回言語文化セミナー「ことば、女と男のあいだ」
　　　「LC りぽーと」vol.₉「ことば　女と男のあいだ」
₂₆．漢語ばかりの新聞一面
若年層には特殊な存在？
神戸新聞　₁₉₉₉年（平成₁₁年）
３月₂₀日（土）
関連： 「新聞第一面の語彙－₁₉₉₇年の
新聞３紙を資料として－」
『言語文化研究所年報』第６号
　　　「LC りぽーと」vol.₁₀
　　　　「新聞第一面の語彙」
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₂₇．敬語は苦手　方言に愛着
神戸新聞　₁₉₉₉年（平成₁₁年）₁₁月₁₈日（月）
関連：第８回言語文化セミナー「話しことばの将来」
　　　　学院創立₆₀周年記念シンポジウム
　　　「LC りぽーと」vol.₁₁「話しことばの将来」
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Ⅲ　佐竹秀雄教授　新聞掲載記事
₂₈．おもしろゼミ　おいしいことば　今風味
朝日新聞　₂₀₀₃年（平成₁₅年）４月₃₀日（水）
関連：「LC りぽーと」vol.₁₆「食のことば」
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₂₉．あこがれ映す？　長い料理名
朝日新聞　₂₀₀₃年（平成₁₅年）₁₀月₂₇日（月）
関連：「LC りぽーと」vol.₁₆「食のことば」
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Ⅲ　佐竹秀雄教授　新聞掲載記事
₃₀．食と衣・住　大きな違い
神戸新聞　₂₀₀₇年（平成₁₉年）３月₂₆日（月）
関連：「LC りぽーと」vol.₁₃
　　　「₂₀₀₁年　オンナのファッション　春を彩るキーワード」
　　　「LC りぽーと」vol.₁₆「食のことば」
　　　「LC りぽーと」vol.₂₃「住とことば」
D06464_Ⅲ.indd   73 2015/06/08   16:58:46
－74－
₃₁．文章にもあふれる愛情
神戸新聞　₂₀₁₀年（平成₂₂年）５月₂₉日（土）
関連： 「愛犬家と愛猫家の表現法－投稿文における語彙と表現－」
『言語文化研究所年報』第₂₃号
　　　「LC りぽーと」vol.₃₀「ねこ派の文章　v.s. いぬ派の文章」
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Ⅲ　佐竹秀雄教授　新聞掲載記事
₃₂．移ろう言葉　追いかけて　「新言文一致体」を提唱
神戸新聞　₂₀₁₃年（平成₂₅年）₁₂月５日（木）
関連：第₂₂回言語文化セミナー「将来の書きことばスタイル」
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言語文化研究所活動の概要
１．2013年度の調査研究
⑴　メディアにおける表現と表記に関する調査研究
この研究の目的は、メディアに現れることばを調査することによって、日
本語における問題点を探ることにある。メディアで使われることばは、一面
では一般の日本語の姿を映すと同時に、また、一般に対する影響力も大きい。
メディアにおける言語使用の実態を調査研究することによって、日本語の現
状を考える基礎データを得ようとするものである。今年度は、言語データで
あるコーパスを利用し、表現のゆれが認められるコロケーションについて調
査した。その結果については、「LC りぽーと」₃₇号で「「強い絆」から「深
める絆」へ－コロケーションのゆれ－」というタイトルで報告した。
２．2013年度の刊行物等
⑴　言語文化研究所年報第₂₄号
前年度（₂₀₁₂年度）における研究成果の報告として、以下の論文を掲載し
て刊行した。
佐竹秀雄「文章指導の意義と提案」
岸本千秋 「恋愛の交渉ストラテジー－コミック『あすなろ白書』を資料と
して－」
坂本有沙「家庭内の呼称変化－フィクション世界と現実世界－」
⑵　研究レポート（LC りぽーと）₃₇号・₃₈号
コロケーションのゆれについての調査結果と、₂₀₁₂年度に行った研究会、
セミナーなどのイベントについての報告とをリポートした。各号のタイトル
と内容は次の通り。
第₃₇号「「強い絆」から「深める絆」へ－コロケーションのゆれ－」
「綱」を意味する「絆」が、なぜ「深い」と表現されるのかという疑問の
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解明を目指して、「絆」と「深」・「強」の使われ方の実態に迫った。その結果、
「絆」は、「綱」という“モノ”から「情」「愛」など“ココロ”を意味する
ことばへと変化していることが明らかになった。
第₃₈号：ことばのサロン＆言語文化セミナー
研究所では、年に２回イベントを主催している。一つは、参加者が主体と
なって発言することを目的とした「ことばのサロン」で、もう一つは、講師
の講演を中心に行う「言語文化セミナー」である。「ことばのサロン」は、
ことばに一家言をもつ参加者の発言が非常に活発で、研究所にとっても興味
深い体験談を聞ける場である。その発言を記録したものである。
３．言語文化セミナーの開催
第₂₂回「言語文化セミナー」
日時：₂₀₁₃年₁₂月７日（木）午後２時～４時
講師：佐竹　秀雄（本学教授　言語文化研究所長）
テーマ：「将来の書きことばスタイル」
【開催にあたって】
₃₀年以上も前、若者たちの書きことばの中に話しことばの要素が流入し
はじめました。その影響を受けた書きことばの文体は、かなりの変化をと
げました。その変化のようすを概観するとともに、その理由や意味を探り
ます。そして、将来の書きことばのスタイルはどうあるべきなのかを考え
たいと思います。（佐竹秀雄）
４．「ことばのサロン」開催
第５回「ことばのサロン」
日時：₂₀₁₃年７月₁₃日（土）午後１時₃₀分～３時₃₀分
テーマ：「誤解・曲解・勘ちがい」
参加者：₁₅名
概要：
音が似ている語や、ポーズ・読点の位置によって意味が変わる文など、
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言語文化研究所活動の概要
日本語の性質によって起こる誤解について佐竹から説明があり、その語、
「身のまわりで起こった、誤解・曲解・勘ちがい」について、参加者が一
人ずつ、自己紹介を兼ねて話した。それらの話をもとに、誤解には、こと
ばそのものというよりも、受け手の立場や期待、あるいは思い込みなどを
含むその場の状況が大きくかかわっているのではないか。正しい日本語を
使えば、誤解がなくなるかと言えばそうではないだろう。誤解なく、相手
に物事を伝えるために、「正しい日本語」は手段であって、決して目的で
はないはず。正しい日本語を使っても、誤解・曲解・勘ちがいが生まれて、
伝わらなければ意味がない。それよりも、多少、正しくなくとも、「伝わ
る日本語」の方が価値があるのではないだろうかという、佐竹からの提案
がなされた。LC 倶楽部を中心に、₁₅名の参加者から、多くの体験談、意
見が出された。
５．「ひと・ことばフォーラム」（旧「ひと・ことば勉強会」）スカイプ
₂₀₁₂年度夏の準備期間を経て、₂₀₁₂年９月に第１回を開催し、２、３か月
に１度の開催を目標としている。第１回から第５回までは、「ひと・ことば
勉強会」として開催し、その後、「ひと・ことばフォーラム」に名称変更した。
関東会場の東洋大学と関西会場の本学とをスカイプで結んで行っている。
₂₀₁₃年度は、次の５回を開催した。
第５回　₂₀₁₃年５月₁₁日　東洋大学＆武庫川女子大学
第６回　₂₀₁₃年７月₂₀日　東洋大学＆武庫川女子大学
第７回　₂₀₁₃年₁₀月₁₂日　特別公開研究会＠東洋大学
第８回　₂₀₁₄年１月₁₁日　東洋大学＆武庫川女子大学
第９回　₂₀₁₄年３月₂₄日　東洋大学＆武庫川女子大学
６．事務報告
⑴　組織
所　長：佐竹　秀雄（文学部日本語日本文学科教授）
助　手：岸本　千秋（言語文化研究所教務助手）
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言語文化研究所活動の概要
執筆者紹介（執筆順）
玉井　　暲　本研究所所長　本学教授
真田　信治　奈良大学教授　大阪大学名誉教授
平成５年度（₁₉₉₃年度）第２回言語文化言語文化セミナー講師
「阪神間における言語の動態」
平成₁₁年度（₁₉₉₉年度）第８回言語文化言語文化セミナー講師
「話しことばの将来」学院創立₆₀周年記念シンポジウム
三宅　和子　東洋大学教授
平成₂₂年度（₂₀₁₀年度）第₁₉回言語文化セミナー講師「ケータ
イメール－ハイブリッドなことばたち－」
道浦　俊彦　読売テレビ
平成₁₅年度（₂₀₀₃年度）第₁₂回 言語文化言語文化セミナー講
師「平成カタカナことば事情」
LC 倶楽部会員
河合真美江　朝日新聞社
平成₁₇年度（₂₀₀₅年度）第₁₄回言語文化セミナー講師「関西伝
説　ことばの七不思議」
沢　　昭子　NPO 法人　日本話しことば協会　理事長
平成₂₄年度（₂₀₁₂年度）第₂₁回言語文化セミナー講師「話しこ
とばの日本語」
オープンカレッジ修了生　LC 倶楽部会員
白石　章代　NPO 法人　日本話しことば協会　副理事長
前川　由美　元言語文化研究所助手
青木　　優　佐竹ゼミ１期生　平成₂₂年度卒業生
松尾　祐加　佐竹ゼミ２期生　平成₂₃年度卒業生
本研究所アルバイタ（在学時）
濱田　華名　（旧姓：今奈良）佐竹ゼミ３期生　平成₂₄年度卒業生
井上　章子　LC 倶楽部会員
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宇都宮昌子　LC 倶楽部会員　本学オープンカレッジ修了生
大垣　和美　LC 倶楽部会員
竹腰　　純　LC 倶楽部会員
辻　　博光　LC 倶楽部会員
原田　友美　（旧姓：森）平成５年度卒業生
本研究所アルバイタ（在学時）
戸田亜由美　（旧姓：余田）平成₁₀年度卒業生
本研究所アルバイタ（在学時）
森継　真由　LC 倶楽部会員
平成₁₁年度卒業生　本研究所アルバイタ（在学時）
ヒィリー千佳　（Chika HEALY　旧姓：水迫）
平成₁₂年度卒業生　本研究所アルバイタ（在学時）
服部　友紀　（旧姓：梅澤）
平成₂₁年度卒業生　本研究所アルバイタ（在学時）
金田　梨加　本学文学部日本語日本文学科３年
本研究所アルバイタ
岸本　千秋　本研究所嘱託助手
編集後記：
言語文化研究所年報第₂₅号をお届けします。今号は、長く本研究所の所長
を務められた佐竹秀雄先生の退職を記念して特別号を編集いたしました。各
方面の皆さまにご協力をいただいたおかげで、盛りだくさんで充実した号と
なりました。お礼を申し上げます。ただ、編集に時間がかかり、発行が遅く
なってしまったことについては、まことに申し訳なく存じます。
また、今号では、佐竹教授・当研究所が取材を受けた新聞記事を一部掲載
しています。神戸新聞社デジタル事業局メディアプロモート室データベース
部様、朝日新聞社データベース事業部（知財事業チーム）様、ならびに、サ
ンケイリビング新聞社大阪編集部様には、無料での新聞記事利用を許諾して
いただきました。記して感謝いたします。 岸本　千秋
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